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ガバナーズレター

前号で、RIにおける様々な改革が、ロータリーの

identityの危機につながると述べました。今月はま

ず、このことについて触れていきます。

１．ロータリーのidentity

identityとは、「あるものがそれとして存在する

こと、同一性、特定集団への帰属意識」を表しま

す。日本のロータリーにとって伝統的にロータリー

のidentityを構成するものは

①例会重視

②職業人の集まり（一業種一会員制）

③職業理念、倫理の重視

④個人奉仕

でした。すなわち、「例会は人生の道場である」の

言葉に代表される例会の重視、一業種一会員制をも

とに、それぞれの業界の代表人たる自覚とそれに基

づいた職業理念、倫理の重視、そしてそれを踏まえ

た個人奉仕、これらがidentityとなってロータリー

への帰属意識を醸成してきました。

私は1992年、39歳でロータリーに入会しました。

当時はまさにこのidentityがロータリーに深く浸透

していました。まだ若年であった私が入会を勧めら

れた時は、ある種の高揚感を味わいました。例会を

休めば、メークアップのために他のクラブに行くの

は当たり前でした。その業種を代表する職業人とし

ての自覚、それをもとにした研鑽がロータリアンと

しての務めであり、個人としてしっかりと奉仕の

理念を身に着ける、まさにそれがロータリーの

identityでした。

一方、国際ロータリー（RI）はさらなる拡大を求

めて、会員基盤の多様性、奉仕団体への傾斜のも

と、様々な改革に着手しました。1995年以後の規定

審議会による決定を見ていくとその方向性がよくわ

かります。

２．規定審議会に見るロータリーの変遷

ロータリー運動そのものが変革の連続ですが、

とりわけ1995年以後は例会と会員基盤についての

変革、また新しい通信手段への対応が顕著になり

ます。

1995年　規定審議会（カラカス）

・メークアップ期間を延長し、定例例会の前後14

日とする。

1998年　規定審議会（ニューデリー）

・クラブ理事会承認のクラブ奉仕プロジェクト　

への出席をメークアップと認める。

　→例会以外のメークアップを認める。

そして、規定審議会をRIの唯一の立法機関とする

ことがこの時に決まりました。

2001年　規定審議会（シカゴ　以後、規定審議会は

常時シカゴで開催されることが決定）

　→例会への出席の緩和はさらに拡大します。

・クラブ理事会の裁量で１ロータリー年度に４回

まで例会を取りやめることができる。

・半期例会出席率が50%に達せず、またはホーム

クラブ出席率が30%に達しない場合、もしくは

国際ロータリー第2680地区
ロータリークラブ会長、幹事の皆様

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　矢　野　宗　司　（加古川中央）

３．RIの方向性

これらの規定審議会を見ていくと、RIの方向性が

明確になります。すなわち、例会重視からの転換、

更なる拡大のため奉仕活動をより遂行するための会

員基盤の多様性、さらに、ロータリー財団主導によ

る団体奉仕への傾斜、これらはとりもなおさず、そ

れまでのidentityとは異なるものになります。しか

しながら120万人の会員を有し、さらにその拡大を

図るRIにとっては多様性、柔軟性、革新性は必然の

方向性であります。すなわち、RIの方向は21世紀型

のロータリークラブであり、21世紀型のロータリー

クラブとは、多様な会員基盤を有する世界有数の奉

仕団体としての位置づけであります。

従って、RIの考えるロータリーのidentityと伝統

的なidentityを比較すると下記になります。

ポール・ハリスは、

世界は絶えず変化している。そして、私たちは

世界と共に変化する心構えがなければならない。

連続４回例会欠席の場合も、理事会の裁量で会

員資格を終結させないことができる。

・クラブが提唱した地域社会における行事や会

合、または理事会が承認し指定した奉仕委員会

会合への出席、もしくはクラブ理事会への出席

を例会出席と認める。

・クラブの指示がなくともローターアクト、イン

ターアクト等の例会に出席すればメークアップ

と認める。

・同一職業分類の正会員については5名以内、会

員数が51名以上のクラブではその10%まで認

める。

　→一業種一会員制の実質的廃止

2004年　規定審議会

・相互参加型のウェブ会合に30分間参加した場合

には例会出席と認める。

・ロータリー親睦活動への出席を例会出席と認

める。

・クラブの合併を認める。

　→クラブの会員数の減少に対する対応

2007年　規定審議会

・ロータリー財団学友を正会員とする。

・会員の資格条件に地域社会の活動に参加し、綱

領への献身を示すことを追加

2010年　規定審議会

・１地区にEクラブを２つまで指定できる。

2013年　規定審議会

・衛星クラブを認める。

・仕事をしたことのない人、または仕事を中断し

ている人を正会員として認める。

　→職業人以外の会員を認める。

とりわけ、2016年の規定審議会の決定事項はジョ

ン・ジャーム元RI会長に「ロータリーの潮目が変

わった」と言わせるほどの大幅な改革でした。

2016年　規定審議会

・クラブ入会金規定を削除

・クラブ例会頻度と出席に関する規定をクラブ細

則で定めることができる。ただし、最低１カ月

に２回は開催しなければならない。

　→毎週の例会という大原則が緩和される。

・祝日のある週は、クラブ例会の取り消しがで

きる。

・従来型のクラブでもインターネット例会が可能。

・会員身分の条件を簡素化。善良で、高潔性、

リーダーシップを持ち、良い評判を受け奉仕の

意欲のある成人とする。その他の従来の条件は

すべて削除

・ローターアクターとロータリー学友を正会員と

認める。

そして、クラブの目的が新たに標準ロータリーク

ラブ定款に加わりました。

クラブの目的

本クラブの目的は、「ロータリーの目的」の達

成を目指し、五大奉仕部門に基づいて成果あふれ

る奉仕プロジェクトを実施し、会員増強を通じて

ロータリーの発展に寄与し、ロータリー財団を支

援し、クラブレベルを超えたリーダーを育成する

ことである。

ここで、クラブの目的は、①奉仕プロジェクトの

実施　②会員増強　③ロータリー財団の支援　④ク

ラブレベルを超えたリーダーの育成　に規定される

ことになります。

ロータリーの物語は何度も何度も書き換えられな

ければならない。

This is a changing world; we must be 

prepared to change with it. The story of  Rotary  

will have to be rewritten again and again.

と述べました。まさにRIはロータリーの物語を書

き換えようとし、また、その役割を担っているとも

言えます。

４．不易流行

ロータリーではよく変えるべきことと変えざる

べきこととの話があります。いわゆる不易流行で

す。もともと不易流行という言葉は松尾芭蕉が提

唱した俳諧理念の一つでありました。芭蕉の俳論

をまとめた去来抄には「不易を知らざれば基立ち

がたく、流行を知らざれば風新たならず」とあり

ます。「不易」は永遠に変わらないもの、「流

行」は時代とともに変化するものであり、不変の

真理を知らなければ基本が確立せず、変化を知ら

なければ新たな進展がないという考えです。一

方、去来抄には次の一節もあります。「蕉門に千

歳不易の句、一時流行の句と有り。是を二つに分

けて教え給える。其の元は一つなり」、すなわち

相反するように見える不易と流行も、ともに根源

は実は同じであるという考えです。

それでは、ロータリーにおける不易流行とは何

でしょうか。ロータリーはひとつの運動体であり

ます。まさにそれは変化（流行）の歴史でありま

す。俳諧における不易が「五七五の定型と季語」

であるのに対して、ロータリーにおける不易はあ

くまでも「親睦と奉仕」であり、クラブにおける

親睦、ロータリアン同士の親睦があってこそ、

ロータリーは成り立ち、奉仕があってこそ、ロー

タリーは組織としてその存在価値を有します。

従って、これこそが不易であり、それ以外はすべ

て流行であります。もっとも「親睦と奉仕」もそ

の形態は流行であります。「４つのテスト」は、

不易だというかもしれません。しかしそれはロー

タリアンにとっての不易の心であり、運動体とし

てのロータリーのことを言っているのではありま

せん。

50年後のロータリーを想像してみてください。も

し、その時もロータリーが大きな存在として残って

いるとすれば、会員基盤はどうなっているでしょう

か。今、女性会員がいないクラブも、間違いなく女

性会員がいるでしょう。通信手段の進歩により、週

報やガバナー月信は紙媒体ではなくなっているで

しょう。あるいは、差異が少なくなったロータリー

とライオンズが合併しているかも知れません。決議

23-34は歴史上の記録という存在になっているかも

しれません。「Service above self」はモットーとし

て残っているかも知れませんが、「One　profits 

most who serves best」はモットーからなくなって

いるかも知れません。もちろん、さらなる新たなビ

ジョン声明のもとに、新たな戦略計画が始まってい

るでしょう。ポリオに代わる新たな挑戦がロータ

リーの最大のインスピレーションになっているで

しょう。

私は、ガバナー行動指針を「変化（change）を恐

れず、変化をリードし、新たな機会（chance）と捉

え、挑戦（challenge）していく」としました。

多くのロータリアンにとって、今あるロータ

リーは居心地の良い存在であって、それが変わる

ことを嫌がり、あるいは恐れるかもしれません。

しかしながら、変化しないものはないわけですか

ら、どのように変化をリードしていくのか、そこ

に我々が大切にするロータリーへのidentityの再構

築が生まれます。

さて、９月は基本的教育と識字率向上月間であ

り、また、ロータリーの友月間でもあります。

前者については、別の機会に触れたいと思いま

す。私は「ロータリーの友」は非常によく編集され

た、ロータリアンにとって貴重な情報源となる素晴

らしい雑誌だといつも思っています。そして、クラ

ブのリーダーになる人には、ロータリーの友の最低

３年分を熟読する事を勧めています。そうすれば、

ロータリーについて詳しくなり、また、今のロータ

リーの動きがよくわかります。まずは、丁寧に読ん

でみましょう。そして、ロータリーについて思索し

てみましょう。
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今月は1981-98年度のテーマを見ていきましょう。

この中で1989-90年度のEnjoy Rotaryが異色のテーマです。
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This is a changing world; we must be 

prepared to change with it. The story of  Rotary  

will have to be rewritten again and again.

と述べました。まさにRIはロータリーの物語を書

き換えようとし、また、その役割を担っているとも

言えます。

４．不易流行

ロータリーではよく変えるべきことと変えざる

べきこととの話があります。いわゆる不易流行で

す。もともと不易流行という言葉は松尾芭蕉が提

唱した俳諧理念の一つでありました。芭蕉の俳論

をまとめた去来抄には「不易を知らざれば基立ち

がたく、流行を知らざれば風新たならず」とあり

ます。「不易」は永遠に変わらないもの、「流

行」は時代とともに変化するものであり、不変の

真理を知らなければ基本が確立せず、変化を知ら

なければ新たな進展がないという考えです。一

方、去来抄には次の一節もあります。「蕉門に千

歳不易の句、一時流行の句と有り。是を二つに分

けて教え給える。其の元は一つなり」、すなわち

相反するように見える不易と流行も、ともに根源

は実は同じであるという考えです。

それでは、ロータリーにおける不易流行とは何

でしょうか。ロータリーはひとつの運動体であり

ます。まさにそれは変化（流行）の歴史でありま

す。俳諧における不易が「五七五の定型と季語」

であるのに対して、ロータリーにおける不易はあ

くまでも「親睦と奉仕」であり、クラブにおける

親睦、ロータリアン同士の親睦があってこそ、

ロータリーは成り立ち、奉仕があってこそ、ロー

タリーは組織としてその存在価値を有します。

従って、これこそが不易であり、それ以外はすべ

て流行であります。もっとも「親睦と奉仕」もそ

の形態は流行であります。「４つのテスト」は、

不易だというかもしれません。しかしそれはロー

タリアンにとっての不易の心であり、運動体とし

てのロータリーのことを言っているのではありま

せん。

50年後のロータリーを想像してみてください。も

し、その時もロータリーが大きな存在として残って

いるとすれば、会員基盤はどうなっているでしょう

か。今、女性会員がいないクラブも、間違いなく女

性会員がいるでしょう。通信手段の進歩により、週

報やガバナー月信は紙媒体ではなくなっているで

しょう。あるいは、差異が少なくなったロータリー

とライオンズが合併しているかも知れません。決議

23-34は歴史上の記録という存在になっているかも

しれません。「Service above self」はモットーとし

て残っているかも知れませんが、「One　profits 

most who serves best」はモットーからなくなって

いるかも知れません。もちろん、さらなる新たなビ

ジョン声明のもとに、新たな戦略計画が始まってい

るでしょう。ポリオに代わる新たな挑戦がロータ

リーの最大のインスピレーションになっているで

しょう。

私は、ガバナー行動指針を「変化（change）を恐

れず、変化をリードし、新たな機会（chance）と捉

え、挑戦（challenge）していく」としました。

多くのロータリアンにとって、今あるロータ

リーは居心地の良い存在であって、それが変わる

ことを嫌がり、あるいは恐れるかもしれません。

しかしながら、変化しないものはないわけですか

ら、どのように変化をリードしていくのか、そこ

に我々が大切にするロータリーへのidentityの再構

築が生まれます。

さて、９月は基本的教育と識字率向上月間であ

り、また、ロータリーの友月間でもあります。

前者については、別の機会に触れたいと思いま

す。私は「ロータリーの友」は非常によく編集され

た、ロータリアンにとって貴重な情報源となる素晴

らしい雑誌だといつも思っています。そして、クラ

ブのリーダーになる人には、ロータリーの友の最低

３年分を熟読する事を勧めています。そうすれば、

ロータリーについて詳しくなり、また、今のロータ

リーの動きがよくわかります。まずは、丁寧に読ん

でみましょう。そして、ロータリーについて思索し

てみましょう。
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前号で、RIにおける様々な改革が、ロータリーの

identityの危機につながると述べました。今月はま

ず、このことについて触れていきます。

１．ロータリーのidentity

identityとは、「あるものがそれとして存在する

こと、同一性、特定集団への帰属意識」を表しま

す。日本のロータリーにとって伝統的にロータリー

のidentityを構成するものは

①例会重視

②職業人の集まり（一業種一会員制）

③職業理念、倫理の重視

④個人奉仕

でした。すなわち、「例会は人生の道場である」の

言葉に代表される例会の重視、一業種一会員制をも

とに、それぞれの業界の代表人たる自覚とそれに基

づいた職業理念、倫理の重視、そしてそれを踏まえ

た個人奉仕、これらがidentityとなってロータリー

への帰属意識を醸成してきました。

私は1992年、39歳でロータリーに入会しました。

当時はまさにこのidentityがロータリーに深く浸透

していました。まだ若年であった私が入会を勧めら

れた時は、ある種の高揚感を味わいました。例会を

休めば、メークアップのために他のクラブに行くの

は当たり前でした。その業種を代表する職業人とし

ての自覚、それをもとにした研鑽がロータリアンと

しての務めであり、個人としてしっかりと奉仕の

理念を身に着ける、まさにそれがロータリーの

identityでした。

一方、国際ロータリー（RI）はさらなる拡大を求

めて、会員基盤の多様性、奉仕団体への傾斜のも

と、様々な改革に着手しました。1995年以後の規定

審議会による決定を見ていくとその方向性がよくわ

かります。

２．規定審議会に見るロータリーの変遷

ロータリー運動そのものが変革の連続ですが、

とりわけ1995年以後は例会と会員基盤についての

変革、また新しい通信手段への対応が顕著になり

ます。

1995年　規定審議会（カラカス）

・メークアップ期間を延長し、定例例会の前後14

日とする。

1998年　規定審議会（ニューデリー）

・クラブ理事会承認のクラブ奉仕プロジェクト　

への出席をメークアップと認める。

　→例会以外のメークアップを認める。

そして、規定審議会をRIの唯一の立法機関とする

ことがこの時に決まりました。

2001年　規定審議会（シカゴ　以後、規定審議会は

常時シカゴで開催されることが決定）

　→例会への出席の緩和はさらに拡大します。

・クラブ理事会の裁量で１ロータリー年度に４回

まで例会を取りやめることができる。

・半期例会出席率が50%に達せず、またはホーム

クラブ出席率が30%に達しない場合、もしくは

３．RIの方向性

これらの規定審議会を見ていくと、RIの方向性が

明確になります。すなわち、例会重視からの転換、

更なる拡大のため奉仕活動をより遂行するための会

員基盤の多様性、さらに、ロータリー財団主導によ

る団体奉仕への傾斜、これらはとりもなおさず、そ

れまでのidentityとは異なるものになります。しか

しながら120万人の会員を有し、さらにその拡大を

図るRIにとっては多様性、柔軟性、革新性は必然の

方向性であります。すなわち、RIの方向は21世紀型

のロータリークラブであり、21世紀型のロータリー

クラブとは、多様な会員基盤を有する世界有数の奉

仕団体としての位置づけであります。

従って、RIの考えるロータリーのidentityと伝統

的なidentityを比較すると下記になります。

ポール・ハリスは、

世界は絶えず変化している。そして、私たちは

世界と共に変化する心構えがなければならない。

連続４回例会欠席の場合も、理事会の裁量で会

員資格を終結させないことができる。

・クラブが提唱した地域社会における行事や会

合、または理事会が承認し指定した奉仕委員会

会合への出席、もしくはクラブ理事会への出席

を例会出席と認める。

・クラブの指示がなくともローターアクト、イン

ターアクト等の例会に出席すればメークアップ

と認める。

・同一職業分類の正会員については5名以内、会

員数が51名以上のクラブではその10%まで認

める。

　→一業種一会員制の実質的廃止

2004年　規定審議会

・相互参加型のウェブ会合に30分間参加した場合

には例会出席と認める。

・ロータリー親睦活動への出席を例会出席と認

める。

・クラブの合併を認める。

　→クラブの会員数の減少に対する対応

2007年　規定審議会

・ロータリー財団学友を正会員とする。

・会員の資格条件に地域社会の活動に参加し、綱

領への献身を示すことを追加

2010年　規定審議会

・１地区にEクラブを２つまで指定できる。

2013年　規定審議会

・衛星クラブを認める。

・仕事をしたことのない人、または仕事を中断し

ている人を正会員として認める。

　→職業人以外の会員を認める。

とりわけ、2016年の規定審議会の決定事項はジョ

ン・ジャーム元RI会長に「ロータリーの潮目が変

わった」と言わせるほどの大幅な改革でした。

2016年　規定審議会

・クラブ入会金規定を削除

・クラブ例会頻度と出席に関する規定をクラブ細

則で定めることができる。ただし、最低１カ月

に２回は開催しなければならない。

　→毎週の例会という大原則が緩和される。

・祝日のある週は、クラブ例会の取り消しがで

きる。

・従来型のクラブでもインターネット例会が可能。

・会員身分の条件を簡素化。善良で、高潔性、

リーダーシップを持ち、良い評判を受け奉仕の

意欲のある成人とする。その他の従来の条件は

すべて削除

・ローターアクターとロータリー学友を正会員と

認める。

そして、クラブの目的が新たに標準ロータリーク

ラブ定款に加わりました。

クラブの目的

本クラブの目的は、「ロータリーの目的」の達

成を目指し、五大奉仕部門に基づいて成果あふれ

る奉仕プロジェクトを実施し、会員増強を通じて

ロータリーの発展に寄与し、ロータリー財団を支

援し、クラブレベルを超えたリーダーを育成する

ことである。

ここで、クラブの目的は、①奉仕プロジェクトの

実施　②会員増強　③ロータリー財団の支援　④ク

ラブレベルを超えたリーダーの育成　に規定される

ことになります。

ロータリーの物語は何度も何度も書き換えられな

ければならない。

This is a changing world; we must be 

prepared to change with it. The story of  Rotary  

will have to be rewritten again and again.

と述べました。まさにRIはロータリーの物語を書

き換えようとし、また、その役割を担っているとも

言えます。

４．不易流行

ロータリーではよく変えるべきことと変えざる

べきこととの話があります。いわゆる不易流行で

す。もともと不易流行という言葉は松尾芭蕉が提

唱した俳諧理念の一つでありました。芭蕉の俳論

をまとめた去来抄には「不易を知らざれば基立ち

がたく、流行を知らざれば風新たならず」とあり

ます。「不易」は永遠に変わらないもの、「流

行」は時代とともに変化するものであり、不変の

真理を知らなければ基本が確立せず、変化を知ら

なければ新たな進展がないという考えです。一

方、去来抄には次の一節もあります。「蕉門に千

歳不易の句、一時流行の句と有り。是を二つに分

けて教え給える。其の元は一つなり」、すなわち

相反するように見える不易と流行も、ともに根源

は実は同じであるという考えです。

それでは、ロータリーにおける不易流行とは何

でしょうか。ロータリーはひとつの運動体であり

ます。まさにそれは変化（流行）の歴史でありま

す。俳諧における不易が「五七五の定型と季語」

であるのに対して、ロータリーにおける不易はあ

くまでも「親睦と奉仕」であり、クラブにおける

親睦、ロータリアン同士の親睦があってこそ、

ロータリーは成り立ち、奉仕があってこそ、ロー

タリーは組織としてその存在価値を有します。

従って、これこそが不易であり、それ以外はすべ

て流行であります。もっとも「親睦と奉仕」もそ

の形態は流行であります。「４つのテスト」は、

不易だというかもしれません。しかしそれはロー

タリアンにとっての不易の心であり、運動体とし

てのロータリーのことを言っているのではありま

せん。

50年後のロータリーを想像してみてください。も

し、その時もロータリーが大きな存在として残って

いるとすれば、会員基盤はどうなっているでしょう

か。今、女性会員がいないクラブも、間違いなく女

性会員がいるでしょう。通信手段の進歩により、週

報やガバナー月信は紙媒体ではなくなっているで

しょう。あるいは、差異が少なくなったロータリー

とライオンズが合併しているかも知れません。決議

23-34は歴史上の記録という存在になっているかも

しれません。「Service above self」はモットーとし

て残っているかも知れませんが、「One　profits 

most who serves best」はモットーからなくなって

いるかも知れません。もちろん、さらなる新たなビ

ジョン声明のもとに、新たな戦略計画が始まってい

るでしょう。ポリオに代わる新たな挑戦がロータ

リーの最大のインスピレーションになっているで

しょう。

私は、ガバナー行動指針を「変化（change）を恐

れず、変化をリードし、新たな機会（chance）と捉

え、挑戦（challenge）していく」としました。

多くのロータリアンにとって、今あるロータ

リーは居心地の良い存在であって、それが変わる

ことを嫌がり、あるいは恐れるかもしれません。

しかしながら、変化しないものはないわけですか

ら、どのように変化をリードしていくのか、そこ

に我々が大切にするロータリーへのidentityの再構

築が生まれます。

さて、９月は基本的教育と識字率向上月間であ

り、また、ロータリーの友月間でもあります。

前者については、別の機会に触れたいと思いま

す。私は「ロータリーの友」は非常によく編集され

た、ロータリアンにとって貴重な情報源となる素晴

らしい雑誌だといつも思っています。そして、クラ

ブのリーダーになる人には、ロータリーの友の最低

３年分を熟読する事を勧めています。そうすれば、

ロータリーについて詳しくなり、また、今のロータ

リーの動きがよくわかります。まずは、丁寧に読ん

でみましょう。そして、ロータリーについて思索し

てみましょう。

将棋のまちと言えば、山形県天童市、駒の生産量は
全国の約９割も占めます。一方、棋士のまちとして
売り出しているのが加古川市。久保利明王将を始
め、５人のプロ棋士が活躍中です。市内にある将棋
プラザでは、明日のプロ棋士を目指して、子供たち
が切磋琢磨しています。
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前号で、RIにおける様々な改革が、ロータリーの

identityの危機につながると述べました。今月はま

ず、このことについて触れていきます。

１．ロータリーのidentity

identityとは、「あるものがそれとして存在する

こと、同一性、特定集団への帰属意識」を表しま

す。日本のロータリーにとって伝統的にロータリー

のidentityを構成するものは

①例会重視

②職業人の集まり（一業種一会員制）

③職業理念、倫理の重視

④個人奉仕

でした。すなわち、「例会は人生の道場である」の

言葉に代表される例会の重視、一業種一会員制をも

とに、それぞれの業界の代表人たる自覚とそれに基

づいた職業理念、倫理の重視、そしてそれを踏まえ

た個人奉仕、これらがidentityとなってロータリー

への帰属意識を醸成してきました。

私は1992年、39歳でロータリーに入会しました。

当時はまさにこのidentityがロータリーに深く浸透

していました。まだ若年であった私が入会を勧めら

れた時は、ある種の高揚感を味わいました。例会を

休めば、メークアップのために他のクラブに行くの

は当たり前でした。その業種を代表する職業人とし

ての自覚、それをもとにした研鑽がロータリアンと

しての務めであり、個人としてしっかりと奉仕の

理念を身に着ける、まさにそれがロータリーの

identityでした。

一方、国際ロータリー（RI）はさらなる拡大を求

めて、会員基盤の多様性、奉仕団体への傾斜のも

と、様々な改革に着手しました。1995年以後の規定

審議会による決定を見ていくとその方向性がよくわ

かります。

２．規定審議会に見るロータリーの変遷

ロータリー運動そのものが変革の連続ですが、

とりわけ1995年以後は例会と会員基盤についての

変革、また新しい通信手段への対応が顕著になり

ます。

1995年　規定審議会（カラカス）

・メークアップ期間を延長し、定例例会の前後14

日とする。

1998年　規定審議会（ニューデリー）

・クラブ理事会承認のクラブ奉仕プロジェクト　

への出席をメークアップと認める。

　→例会以外のメークアップを認める。

そして、規定審議会をRIの唯一の立法機関とする

ことがこの時に決まりました。

2001年　規定審議会（シカゴ　以後、規定審議会は

常時シカゴで開催されることが決定）

　→例会への出席の緩和はさらに拡大します。

・クラブ理事会の裁量で１ロータリー年度に４回

まで例会を取りやめることができる。

・半期例会出席率が50%に達せず、またはホーム

クラブ出席率が30%に達しない場合、もしくは

３．RIの方向性

これらの規定審議会を見ていくと、RIの方向性が

明確になります。すなわち、例会重視からの転換、

更なる拡大のため奉仕活動をより遂行するための会

員基盤の多様性、さらに、ロータリー財団主導によ

る団体奉仕への傾斜、これらはとりもなおさず、そ

れまでのidentityとは異なるものになります。しか

しながら120万人の会員を有し、さらにその拡大を

図るRIにとっては多様性、柔軟性、革新性は必然の

方向性であります。すなわち、RIの方向は21世紀型

のロータリークラブであり、21世紀型のロータリー

クラブとは、多様な会員基盤を有する世界有数の奉

仕団体としての位置づけであります。

従って、RIの考えるロータリーのidentityと伝統

的なidentityを比較すると下記になります。

ポール・ハリスは、

世界は絶えず変化している。そして、私たちは

世界と共に変化する心構えがなければならない。

連続４回例会欠席の場合も、理事会の裁量で会

員資格を終結させないことができる。

・クラブが提唱した地域社会における行事や会

合、または理事会が承認し指定した奉仕委員会

会合への出席、もしくはクラブ理事会への出席

を例会出席と認める。

・クラブの指示がなくともローターアクト、イン

ターアクト等の例会に出席すればメークアップ

と認める。

・同一職業分類の正会員については5名以内、会

員数が51名以上のクラブではその10%まで認

める。

　→一業種一会員制の実質的廃止

2004年　規定審議会

・相互参加型のウェブ会合に30分間参加した場合

には例会出席と認める。

・ロータリー親睦活動への出席を例会出席と認

める。

・クラブの合併を認める。

　→クラブの会員数の減少に対する対応

2007年　規定審議会

・ロータリー財団学友を正会員とする。

・会員の資格条件に地域社会の活動に参加し、綱

領への献身を示すことを追加

2010年　規定審議会

・１地区にEクラブを２つまで指定できる。

2013年　規定審議会

・衛星クラブを認める。

・仕事をしたことのない人、または仕事を中断し

ている人を正会員として認める。

　→職業人以外の会員を認める。

とりわけ、2016年の規定審議会の決定事項はジョ

ン・ジャーム元RI会長に「ロータリーの潮目が変

わった」と言わせるほどの大幅な改革でした。

2016年　規定審議会

・クラブ入会金規定を削除

・クラブ例会頻度と出席に関する規定をクラブ細

則で定めることができる。ただし、最低１カ月

に２回は開催しなければならない。

　→毎週の例会という大原則が緩和される。

・祝日のある週は、クラブ例会の取り消しがで

きる。

・従来型のクラブでもインターネット例会が可能。

・会員身分の条件を簡素化。善良で、高潔性、

リーダーシップを持ち、良い評判を受け奉仕の

意欲のある成人とする。その他の従来の条件は

すべて削除

・ローターアクターとロータリー学友を正会員と

認める。

そして、クラブの目的が新たに標準ロータリーク

ラブ定款に加わりました。

クラブの目的

本クラブの目的は、「ロータリーの目的」の達

成を目指し、五大奉仕部門に基づいて成果あふれ

る奉仕プロジェクトを実施し、会員増強を通じて

ロータリーの発展に寄与し、ロータリー財団を支

援し、クラブレベルを超えたリーダーを育成する

ことである。

ここで、クラブの目的は、①奉仕プロジェクトの

実施　②会員増強　③ロータリー財団の支援　④ク

ラブレベルを超えたリーダーの育成　に規定される

ことになります。

ロータリーの物語は何度も何度も書き換えられな

ければならない。

This is a changing world; we must be 

prepared to change with it. The story of  Rotary  

will have to be rewritten again and again.

と述べました。まさにRIはロータリーの物語を書

き換えようとし、また、その役割を担っているとも

言えます。

４．不易流行

ロータリーではよく変えるべきことと変えざる

べきこととの話があります。いわゆる不易流行で

す。もともと不易流行という言葉は松尾芭蕉が提

唱した俳諧理念の一つでありました。芭蕉の俳論

をまとめた去来抄には「不易を知らざれば基立ち

がたく、流行を知らざれば風新たならず」とあり

ます。「不易」は永遠に変わらないもの、「流

行」は時代とともに変化するものであり、不変の

真理を知らなければ基本が確立せず、変化を知ら

なければ新たな進展がないという考えです。一

方、去来抄には次の一節もあります。「蕉門に千

歳不易の句、一時流行の句と有り。是を二つに分

けて教え給える。其の元は一つなり」、すなわち

相反するように見える不易と流行も、ともに根源

は実は同じであるという考えです。

それでは、ロータリーにおける不易流行とは何

でしょうか。ロータリーはひとつの運動体であり

ます。まさにそれは変化（流行）の歴史でありま

す。俳諧における不易が「五七五の定型と季語」

であるのに対して、ロータリーにおける不易はあ

くまでも「親睦と奉仕」であり、クラブにおける

親睦、ロータリアン同士の親睦があってこそ、

ロータリーは成り立ち、奉仕があってこそ、ロー

タリーは組織としてその存在価値を有します。

従って、これこそが不易であり、それ以外はすべ

て流行であります。もっとも「親睦と奉仕」もそ

の形態は流行であります。「４つのテスト」は、

不易だというかもしれません。しかしそれはロー

タリアンにとっての不易の心であり、運動体とし

てのロータリーのことを言っているのではありま

せん。

50年後のロータリーを想像してみてください。も

し、その時もロータリーが大きな存在として残って

いるとすれば、会員基盤はどうなっているでしょう

か。今、女性会員がいないクラブも、間違いなく女

性会員がいるでしょう。通信手段の進歩により、週

報やガバナー月信は紙媒体ではなくなっているで

しょう。あるいは、差異が少なくなったロータリー

とライオンズが合併しているかも知れません。決議

23-34は歴史上の記録という存在になっているかも

しれません。「Service above self」はモットーとし

て残っているかも知れませんが、「One　profits 

most who serves best」はモットーからなくなって

いるかも知れません。もちろん、さらなる新たなビ

ジョン声明のもとに、新たな戦略計画が始まってい

るでしょう。ポリオに代わる新たな挑戦がロータ

リーの最大のインスピレーションになっているで

しょう。

私は、ガバナー行動指針を「変化（change）を恐

れず、変化をリードし、新たな機会（chance）と捉

え、挑戦（challenge）していく」としました。

多くのロータリアンにとって、今あるロータ

リーは居心地の良い存在であって、それが変わる

ことを嫌がり、あるいは恐れるかもしれません。

しかしながら、変化しないものはないわけですか

ら、どのように変化をリードしていくのか、そこ

に我々が大切にするロータリーへのidentityの再構

築が生まれます。

さて、９月は基本的教育と識字率向上月間であ

り、また、ロータリーの友月間でもあります。

前者については、別の機会に触れたいと思いま

す。私は「ロータリーの友」は非常によく編集され

た、ロータリアンにとって貴重な情報源となる素晴

らしい雑誌だといつも思っています。そして、クラ

ブのリーダーになる人には、ロータリーの友の最低

３年分を熟読する事を勧めています。そうすれば、

ロータリーについて詳しくなり、また、今のロータ

リーの動きがよくわかります。まずは、丁寧に読ん

でみましょう。そして、ロータリーについて思索し

てみましょう。

将棋のまちと言えば、山形県天童市、駒の生産量は
全国の約９割も占めます。一方、棋士のまちとして
売り出しているのが加古川市。久保利明王将を始
め、５人のプロ棋士が活躍中です。市内にある将棋
プラザでは、明日のプロ棋士を目指して、子供たち
が切磋琢磨しています。

表紙の
紹介RIの考えるidentity

奉仕プロジェクト

多様なリーダー

プロジェクト

団体奉仕
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公式訪問だより（会長の抱負）

神戸西ロータリークラブ

ロータリーでいう奉
仕の精神は、日本で
いう自利利他の精神、
道徳心、倫理観と共
通していると考えて
おります。私欲なく
他人を思いはかるこ
と、損得よりも善悪

という判断基準。多くの影響力を持つ我々ロータリアン
が率先して考え、倫理観を理解し、実行し、伝えていく
ことがロータリーの求心力のすべてではないかと感じて
おります。
これらを踏まえ、本年度はより一層の理念、精神を提起
していくため、社会奉仕、職業奉仕への理解を深める活
動を行っていく所存であります。（会長：笹倉　宣也）

7/13
㈮

甲子園ロータリークラブ

甲子園クラブは、
来年創立55周年を
迎えます。
54年の歴史の中で
たくさんの種がま
かれています。
この種を私達がこ

れからどのように育てていくか当クラブへの次代へ
の構想が問われます。
よき未来への「光」を目指して、そこに向かってま
ず一歩その行動を起こす一年と考えております。

（会長：朝野　恒男）

7/25
㈬ 伊丹ロータリークラブ

伊丹ロータリーク
ラブは、おかげさ
まで今年４月に60
周年を迎えること
が出来ました。今
後も続くであろう、

厳しい社会情勢を乗り越え、クラブが100周年を迎
える為には、クラブ活動が魅力的であり続けること
が重要です。今後も入会してよかったと思える、魅
力あるクラブであり続けるべく、活動をしてまいり
たいと思っています。　　　 （会長：入潮　晃暢）

7/26
㈭

我が神戸R.C.は90
年を超える歴史と
伝統に加え、新し
い文化が生まれて
います。其々の
バックグラウンド
をもったロータリ

アンが好意と友情を深めるべくロータリー活動に専
念されています。
私はこの文化を育みつつ、平成から年号が変わろう
としている年度に女性会員及び30代若手ロータリア
ンの増強に取り組んでいきたいと思っています。

（会長：佐井　裕正）

神戸ロータリークラブ
7/19
㈭ 加古川ロータリークラブ

今年度加古川ロー
タリークラブの会
長指針は矢野ガバ
ナーの３Cに習っ
て、加古川RCの
よき伝統を守り、

事業を通じて親睦を深め（Deepen）メンバーとの触
れ合いを通して自己を磨き自己開発（Develop）し
行動する（Do）３Dで進めていきたいと思います。

（会長：岡田　義則）

7/24
㈫

いよいよ公式訪問がスタートしました。公式訪問
では、バリー・ラシンRI会長の人となり、並びに
RIのテーマの解説を行い、会長が強調する
connect（つながり）について、120万人の会員が
つながれば、ロータリーはさらに飛躍できると伝
えさせて頂きました。それを踏まえて地区方針の
ひとつにMy ROTARYの登録率50%以上を掲げて
いましたが、８月２日までの11クラブの訪問にお
いて、公式訪問前に甲子園RCは60%、西宮夙川
RCは80%の達成、さらに神戸西神RCは100%を達
成していただきました。有難うございます。また、
他のクラブも登録率50%以上をお約束いただきま
した。皆様の友情に感謝致します。

ガバナー　矢野　宗司

公式訪問スタート 宝塚武庫川ロータリークラブ
7/26
㈭ 西宮夙川ロータリークラブ

当クラブは本年度、
山本ガバナー補佐
を輩出し、IMも
グループ・クラブ
の皆様のお力添え
を頂き開催致しま

す。大変忙しく様々な新しいことにチャレンジする
チャンスの年です。ともに同じ方向を向き、ともに
汗を流し、達成感を共有し、"LET'S　JUMP　ALL 
TOGETHER！"でいきます。

（会長：贄田　　肇）

7/27
㈮

会長・幹事懇談会
では矢野ガバナー、
多木代表幹事にク
ラブ運営について
丁寧なご指導をし
て頂きました。ク

ラブにとって重要案件については、総論賛成、各論
反対とならないようにできる限り、会員の意見発表
の機会を多く持ち、宝塚武庫川RCはこれからも会員
同士篤い信頼で活動したいと思います。

（会長：池田　光輝）

神戸須磨ロータリークラブ

‒ロータリーの和を、
広く・深く・永く‒
◎ロータリーで遊
び、学び、その
力を社会に展開
し、仲間を増や
して、次世代に

つなぎましょう。
◎誰かの為ではなく、自分自身の更なる成長を期して、
ロータリーライフを楽しみましょう。
◎例会と「ロータリーの友」から智慧をもらいましょう。
以上の事を、一年を通して推奨していきたいと思います。

（会長：米田　睦雄）

8/1
㈬ 神戸西神ロータリークラブ

豊かなロータリー
生活を楽しみ、充
実したロータリー
活動を遂行する上
でもまず健康が基
盤となることから、

RI細則でも指摘されている喫煙の有害性を全員で認
識し、例会場での禁煙はもとより、わが国の平均値
を大きく上回る当クラブ会員の喫煙率の引下げを訴
えていきたいと思います。

（会長：工藤　涼二）

8/2
㈭

神戸南ロータリークラブ

７月30日、矢野ガ
バナーに公式訪問
にお越しいただき
ました。RI会長方
針の分かりやすい
解説を含め、いつ

ものようにパワフルなご挨拶をしていただきました。
まだまだ会長として至らないところだらけですが、
この１年間会長を務めさせていただく上での大きな
指針となりました。

（会長：飯田　健一）

7/30
㈪ 姫路ロータリークラブ

本年度のテーマについて
キーパーソンとなるのは
役職を持った人々だけで
はありません。私たち一
人ひとりがその自覚を持
ち行動しなければなりま
せん。最も身近なところ
で言えば、毎週の例会に
ついて「誰もお客様では

ない」。「私たちが作るのだ」という自覚です。
また世界中のロータリアンが目指している様々な奉仕事業のなか
では私たちもその担い手でありますが、個人は小さくなかなかそ
の姿が見えてきません。しかし一人は小さいけれどその数が増え
れば大きなウェーブになります。その自覚と行動で歴史すら変え
られます。しかも私たちは光り輝く存在なのです。見失いがちに
なりますが、新年度の節目に再度自覚しましょう。そして大きな
それらの目的のために努力しましょう。　（会長：大樹　玄承）

7/31
㈫
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公式訪問だより（会長の抱負）

神戸西ロータリークラブ

ロータリーでいう奉
仕の精神は、日本で
いう自利利他の精神、
道徳心、倫理観と共
通していると考えて
おります。私欲なく
他人を思いはかるこ
と、損得よりも善悪

という判断基準。多くの影響力を持つ我々ロータリアン
が率先して考え、倫理観を理解し、実行し、伝えていく
ことがロータリーの求心力のすべてではないかと感じて
おります。
これらを踏まえ、本年度はより一層の理念、精神を提起
していくため、社会奉仕、職業奉仕への理解を深める活
動を行っていく所存であります。（会長：笹倉　宣也）

7/13
㈮

甲子園ロータリークラブ

甲子園クラブは、
来年創立55周年を
迎えます。
54年の歴史の中で
たくさんの種がま
かれています。
この種を私達がこ

れからどのように育てていくか当クラブへの次代へ
の構想が問われます。
よき未来への「光」を目指して、そこに向かってま
ず一歩その行動を起こす一年と考えております。

（会長：朝野　恒男）

7/25
㈬ 伊丹ロータリークラブ

伊丹ロータリーク
ラブは、おかげさ
まで今年４月に60
周年を迎えること
が出来ました。今
後も続くであろう、

厳しい社会情勢を乗り越え、クラブが100周年を迎
える為には、クラブ活動が魅力的であり続けること
が重要です。今後も入会してよかったと思える、魅
力あるクラブであり続けるべく、活動をしてまいり
たいと思っています。　　　 （会長：入潮　晃暢）

7/26
㈭

我が神戸R.C.は90
年を超える歴史と
伝統に加え、新し
い文化が生まれて
います。其々の
バックグラウンド
をもったロータリ

アンが好意と友情を深めるべくロータリー活動に専
念されています。
私はこの文化を育みつつ、平成から年号が変わろう
としている年度に女性会員及び30代若手ロータリア
ンの増強に取り組んでいきたいと思っています。

（会長：佐井　裕正）

神戸ロータリークラブ
7/19
㈭ 加古川ロータリークラブ

今年度加古川ロー
タリークラブの会
長指針は矢野ガバ
ナーの３Cに習っ
て、加古川RCの
よき伝統を守り、

事業を通じて親睦を深め（Deepen）メンバーとの触
れ合いを通して自己を磨き自己開発（Develop）し
行動する（Do）３Dで進めていきたいと思います。

（会長：岡田　義則）

7/24
㈫

いよいよ公式訪問がスタートしました。公式訪問
では、バリー・ラシンRI会長の人となり、並びに
RIのテーマの解説を行い、会長が強調する
connect（つながり）について、120万人の会員が
つながれば、ロータリーはさらに飛躍できると伝
えさせて頂きました。それを踏まえて地区方針の
ひとつにMy ROTARYの登録率50%以上を掲げて
いましたが、８月２日までの11クラブの訪問にお
いて、公式訪問前に甲子園RCは60%、西宮夙川
RCは80%の達成、さらに神戸西神RCは100%を達
成していただきました。有難うございます。また、
他のクラブも登録率50%以上をお約束いただきま
した。皆様の友情に感謝致します。

ガバナー　矢野　宗司

公式訪問スタート 宝塚武庫川ロータリークラブ
7/26
㈭ 西宮夙川ロータリークラブ

当クラブは本年度、
山本ガバナー補佐
を輩出し、IMも
グループ・クラブ
の皆様のお力添え
を頂き開催致しま

す。大変忙しく様々な新しいことにチャレンジする
チャンスの年です。ともに同じ方向を向き、ともに
汗を流し、達成感を共有し、"LET'S　JUMP　ALL 
TOGETHER！"でいきます。

（会長：贄田　　肇）

7/27
㈮

会長・幹事懇談会
では矢野ガバナー、
多木代表幹事にク
ラブ運営について
丁寧なご指導をし
て頂きました。ク

ラブにとって重要案件については、総論賛成、各論
反対とならないようにできる限り、会員の意見発表
の機会を多く持ち、宝塚武庫川RCはこれからも会員
同士篤い信頼で活動したいと思います。

（会長：池田　光輝）

神戸須磨ロータリークラブ

‒ロータリーの和を、
広く・深く・永く‒
◎ロータリーで遊
び、学び、その
力を社会に展開
し、仲間を増や
して、次世代に

つなぎましょう。
◎誰かの為ではなく、自分自身の更なる成長を期して、
ロータリーライフを楽しみましょう。
◎例会と「ロータリーの友」から智慧をもらいましょう。
以上の事を、一年を通して推奨していきたいと思います。

（会長：米田　睦雄）

8/1
㈬ 神戸西神ロータリークラブ

豊かなロータリー
生活を楽しみ、充
実したロータリー
活動を遂行する上
でもまず健康が基
盤となることから、

RI細則でも指摘されている喫煙の有害性を全員で認
識し、例会場での禁煙はもとより、わが国の平均値
を大きく上回る当クラブ会員の喫煙率の引下げを訴
えていきたいと思います。

（会長：工藤　涼二）

8/2
㈭

神戸南ロータリークラブ

７月30日、矢野ガ
バナーに公式訪問
にお越しいただき
ました。RI会長方
針の分かりやすい
解説を含め、いつ

ものようにパワフルなご挨拶をしていただきました。
まだまだ会長として至らないところだらけですが、
この１年間会長を務めさせていただく上での大きな
指針となりました。

（会長：飯田　健一）

7/30
㈪ 姫路ロータリークラブ

本年度のテーマについて
キーパーソンとなるのは
役職を持った人々だけで
はありません。私たち一
人ひとりがその自覚を持
ち行動しなければなりま
せん。最も身近なところ
で言えば、毎週の例会に
ついて「誰もお客様では

ない」。「私たちが作るのだ」という自覚です。
また世界中のロータリアンが目指している様々な奉仕事業のなか
では私たちもその担い手でありますが、個人は小さくなかなかそ
の姿が見えてきません。しかし一人は小さいけれどその数が増え
れば大きなウェーブになります。その自覚と行動で歴史すら変え
られます。しかも私たちは光り輝く存在なのです。見失いがちに
なりますが、新年度の節目に再度自覚しましょう。そして大きな
それらの目的のために努力しましょう。　（会長：大樹　玄承）

7/31
㈫
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危機管理セミナー／青少年奉仕セミナー

危機管理委員長　黒田　建一（西宮イブニング）

2018-19年度危機管理セミナーは兵庫県私学会館
において、平成30年７月15日(日)10時30分～12時、
矢野宗司ガバナー他、地区役員、クラブ関係者な
ど、合計約140名の参加を得て開催されました。
当初、RIの青少年活動を中心とする危機管理の理
解と共有化が主目的であった本セミナーも、最近
は、クラブの危機管理体制作りに比重が置かれてい
ます。
本年度は滝澤功治パストガバナー（RIJYEC理
事）による基調報告「ロータリーと危機管理」、続
いて黒田建一危機管理委員長から「クラブの危機管
理体制について」として、クラブ危機管理委員会の
必要性と作り方の説明がありました。当委員会は３
名の外部委員を迎えており、セミナーでも専門分野
から見た危機管理に関わるお話を頂いてもおり、今
年度は橋本健志神戸大教授による「若者の脳とここ
ろ」という講話を頂きました。精神科医としての講

話は分かり易く、セミナー参加者から好評を得られ
ました。
90分という時間的制約の中で、今年度セミナーは
充実した内容をお伝え出来たものと自負致しており
ます。

危機管理セミナー

青少年奉仕セミナー

危機管理セミナーに引き続き、午後開催しまし
た。会長・幹事・青少年奉仕委員長や青少年奉仕関
係者147名ご出席頂きました。
矢野ガバナーより、青少年奉仕はCHANCEから
CHALLENGEしてCHANGEする。機会を活かして
挑戦し、成長、変化する。そんな青少年奉仕の流れ
を活かしてほしいとのお言葉を頂戴しました。坂東
より、PETS、地区研修・協議会でのアンケート結
果に基づき、青少年奉仕活動にもっと関わりを持っ
てもらうようお願いし、青少年奉仕の歴史、目的に
ついて話しました。基調講演として、元グローバル
補助金奨学生の神戸大学院生の山崎陽子氏の、留学
を通して考え感じたこと、これから目指す方向性に
感銘を受けました。明石西高校IAC　OGの花田葵さ
んから、インターアクターの時に経験した「第１回
タイスタディーツアー」で、世界へ視野が広がり、
イギリスの大学留学に繋がる人生の糧となったこと
をお話しいただきました。
青少年交換帰国生として、ハンガリー派遣根本心
音さん、アメリカ派遣阪田英理奈さん、ブラジル派
遣小浜素生さんと栃尾葵さんより、流暢な現地語で
の挨拶と報告があり、その堂々とした発表ぶりは、
留学先で学んだ語学力に加え、プレゼンテーション
能力についても素晴らしい成長を感じさせました。

次に、今年度派遣される藤田萌さん、田中稔梨さ
ん、清水恵理さん、松尾知紗さん、永峰珠恵さん、
今栄湖々さん、後藤麻代さん、安川知里さんが緊張
しながらも、しっかり決意を述べました。
最後に、RYLA学友の宇崎聡太さんと阪本龍太郎
さんがRYLAセミナーの説明とRYLA学友会につい
て熱く語り、また次回RYLAセミナーへの参加者を
募集しました。
浅木幸雄ガバナーエレクトより、ご自身の青少年
交換ホストファミリーのご経験から青少年奉仕に対
する期待を述べられ、滞りなく長いセミナーの一日
は終わり、その後、今年度派遣生の壮行会が香港茶
楼にて盛大に開催されました。

青少年奉仕委員長　坂東　隆弘（柏原）

７月15日（日）◆兵庫県私学会館

７月15日（日）◆兵庫県私学会館
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2018-2019年度青少年交換長期派遣生・来日生

▶派遣生
スポンサークラブ

派遣国

写　真

派遣候補生氏名
ふりがな
生年月日
学校名

ホストクラブ

三　田
ブラジル・サンパウロ／4430地区

藤田　萌
ふじた　もえ

2001年５月16日
三田松聖高等学校

São Paulo-Vila Carrão

神　戸
ベルギー／1630地区

田中　稔梨
たなか　みのり

2002年11月28日
神戸山手女子高等学校
Hannut-Waremme

神戸東
ハンガリー／1911地区

清水　恵理
しみず　えり

2001年９月５日
神戸山手女子高等学校

Veszprém

神戸西神
アメリカ／5650地区

松尾　知紗
まつお　ちさ

2001年12月16日
滝川第二高等学校
Omaha Suburban

▶来日生

スポンサークラブ
派遣国

写　真

派遣候補生氏名
ふりがな
生年月日
学校名

ホストクラブ

明石北
メキシコ／4185地区

永峰　珠恵
ながみね　たまえ
2001年４月23日
明石清水高等学校
Orizaba Siglo XXI

加古川中央
ブラジル・クリチバ／4730地区

今栄　湖々
いまえ　ここ

2001年10月７日
姫路市立飾磨高等学校
Campo Largo Centro

姫路東
イタリア／2042地区

後藤　麻代
ごとう　ましろ
2001年１月３日
姫路市立飾磨高等学校
Milano Sud Ovest

姫路東
ベルギー／1620地区

安川　知里
やすかわ　ちさと
2000年５月26日
姫路市立飾磨高等学校

Le Roeulx

ホストクラブ
派遣国

写　真

名　前
ニックネーム
生年月日
受入学校名
スポンサーRC

三　田
ブラジル・サンパウロ／4430地区

Pedro Vinicius Proença Salum Apolinario
Pedro

2003年２月14日
三田松聖高等学校
Alto da Lapa

神　戸
ベルギー／1630地区

SEGONDS Saskia Thérèse
Saskia

2000年９月24日
神戸山手女子高等学校
Liege-Chaudfontaine

神戸東
メキシコ／4185地区

Valeria ARTEAGA Barrera
Arteaga

2001年３月28日
神戸山手女子高等学校
Puebla Centro Histórico

神戸西神
アメリカ／5650地区

Clara Marlene AMADOR
Clara

2000年11月３日
滝川第二高等学校
Clmaha Suburban

ホストクラブ
派遣国

写　真

名　前
ニックネーム
生年月日
受入学校名
スポンサーRC

明石北
ハンガリー／1911地区

Siró Dániel
Dani

2001年１月20日
啓明学院高等学校
Debrecen

加古川中央
ブラジル・クリチバ／4730地区

Arthur Soldatelli PEREIRA
Arthur

2002年４月５日
兵庫県立農業高等学校
Agua Verde

姫路東
イタリア／2042地区

Asia BARBA
Asia

2001年10月16日
姫路市立飾磨高等学校
Appiano gentile e delle colline comasche

姫路東
ベルギー／1620地区

Hélène Heline Simonne Samoon VINCART
Hélène

2001年５月３日
姫路市立琴丘高等学校

Mons Silex
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第２回インターアクト・リーダー研修・タイ王国スタディツアー

青少年奉仕委員長・団長　坂東　隆弘（柏原）
８月１日（水）～６日（月）◆タイ王国

８月１日17時から出発式。ガバナー、ガバナーエ
レクトから期待と激励のお言葉、インターアクター
代表から決意表明、保護者から見送りの言葉、ガバ
ナーの講話からこの研修が始まる。４班に班分けさ
れた19名の参加インターアクター達は、同行の４名
の顧問教諭とロータリアン８名、RYLArian１名、
旅程の安全を誓い、深夜タイ・バンコクへ。
８月２日、現地時間朝４時半バンコク着。タイ米
山学友が出迎えてくれ１日同行してくれる。感謝、
感激。世界遺産アユタヤへ向かうバスは、ほぼ全員
爆睡。初日の目標は親睦。班ごとにチーム力を深め
る狙い。カウンセラー役の顧問教諭が各班に寄り添
い、タイの歴史と異文化を学ぶ。初のタイ料理の辛
さに衝撃を受け、象に乗って歓声を上げ異文化体験
に仲間意識が芽生える。ワット―ポーの煌びやかな
お寺を回り、空路北タイ・チェンライへ。チェンラ
イRC　元会長原田義之氏が出迎えてくれた。翌日の
国立ダムロンラードソンクロ高校との交流会に備え
タイ語で歌の練習。ハードな１日が終わった。
８月３日早朝、生徒数、中・高合わせて2800名を
超えるマンモス校の朝礼に一同驚き、原田先生の
「北タイ・少数民族アカ族の現状」を80分にわたる
熱弁の記念講演に、日本語科３年生60名と共にイン
ターアクターも熱心にメモを取りながら聞き入る。
貧困・水と衛生、識字率等、観光地とは全く別の現
実を知る。この日の目標は交流。手作りミニチュア
ランドセルと扇子をプレゼント。６班に分かれタイ
の生徒に校内を案内してもらい学食で楽しく食事、
交流が進む。午後は異文化交流。日本からは学校と
インターアクトの紹介、書道で夢・愛・友の字を団
扇に書いてもらう。タイからは踊りとタイの民族衣
装の着付け、記念写真に笑顔がはじける。夕食時に
明日のフォーラムテーマの発表。課題が出される。

つかの間のアイスブレーク。ダムロンの生徒たちと
ナイトバザールで１時間のお買い物。その後ホテル
の部屋で課題テーマのバズセッション。やはりハー
ドだ。
８月４日、この日の目標は研修。アカ族のセン
スック寮を訪問し、貧困のため就学できない子ども
たち、タイ語が話せない親、原田先生の話を自分の
目で確かめる。人身売買を防ぐために原田氏が支援
しているアカ族の寮。幼・小・中60名の輝く瞳。民
族踊りで歓待を受ける。書籍の寄贈とお菓子、日本
から手ぬぐいをプレゼント。施設見学後、福笑いで
楽しむ。言葉は通じずとも心が通い合いインターア
クターの瞳も輝く。日本から持参のカップ麺の昼食
も彼らにとっては御馳走だ。鳥の丸焼きが豪華さを
添える。ゴールデントライアングル、タイ、ミャン
マー、ラオスの３国が隣接する国境を観る。日本で
は体感できない風景だ。ホテルにて、フォーラム、
リーダーシップについて考える。とても良い気付き
の討論ができた。夜はカウンシルファイアー、キャ
ンドルの火を見つめながら静かに話を聞き、自分を
振り返る厳粛な時間。
８月５日、この日の目的は奉仕。北タイ山岳部ホ
イ・サンカオ集落に住むアカ族の村民約200名。飲
料水など上水道の設備の老朽化した浄水器を回収新
設。雨季には不衛生な濁った水を子どもたちが飲ま
ざるを得ない状況を改善するプロジェクトを計画し
募金を集め実施した。バンコクへ空路移動し、タイ
米山奨学会の方々５名とギネスに乗った世界一広い
中華レストランで夕食会。夜中便で帰国の途へ。
８月６日、帰国。ガバナー、保護者の温かい出迎
え。解散式、報告の後、感謝の言葉を頂き、記念写
真。この数日間で成長したインターアクターが頼も
しく見えた。
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タイ王国　アカ族集落への飲料用浄水器設置プロジェクト

青少年奉仕委員長　坂東　隆弘（柏原）

第２回タイ王国スタディーツアーを開催するにあ
たり、第１回タイスタの反省から、現地での奉仕が
できないものかと考え、チェンライRC 元会長の原
田義之氏にご相談し、現地のニーズからこのプロ
ジェクトが生まれました。
タイ王国・北タイのチェンライの山岳部ホイ・サ
ンカオ集落に住むアカ族の村民約200名は飲料水な
ど上水道の設備が不十分で尚且つ現存する設備の老
朽化が進み、雨季には不衛生な濁った水を子どもた
ちが飲まざるを得ない現状で、病気や死亡する例も
あるため、浄水器・浄水槽を回収、新設し、きれい
な水が飲めるようにするための資金として約50万円
を目標に調達し、事前に基金を送り、８月５日の訪
問時には完成させて、贈呈式を行うという計画を立
てました。
インターアクトクラブ会長・幹事会（インターア
クター・顧問教諭・提唱クラブ参加）でアカ族集落
への飲料用浄水器設置プロジェクトを発表し、各イ
ンターアクトクラブと提唱クラブに呼びかけ、地区
内27クラブによる各１万円の募金の計27万円を自己
拠出金として、プロジェクト予算総額54万円で奉仕
プロジェクト特別会計に申請し受理されました。説
明会や行事があるごとに募金のお願いをしたとこ
ろ、その意をご理解・ご支援いただいたインターア
クトクラブと提唱クラブ等のご協力により、目標を
大きく上回る590,846円の心ある募金が集まったた
め、奉仕プロジェクト特別会計支援金を全額返上す
ることができました。
８月５日のホイ・サンカオ集落での贈呈式では、
村をあげての大歓迎を受け、アカ族の子どもたちの
踊り、アカ族の女性たちの民族踊りと村長からの感
謝状など歓待を受けました。
「これで私たちは、雨季に濁った水を子どもたち
に飲ませることはなくなりました。きれいな水は子

どもや我々の健康にとても良いことになります。村
民皆感謝しています。ありがとうございます。まだ
まだ、他の集落には水に困っているところがあり、
また、続けてご支援いただきたい。」
と感謝を述べられました。
我々はこの基金で水支援として浄水器１基と浄水
槽７基の改修を行い、この募金から識字率向上のた
め、図書の資金として5000バーツを村の保育園に贈
呈しました。また、子どもたちへお菓子などをプレ
ゼントし、お礼にとても貴重なお餅を頂き、村祭り
のような歓迎式典は無事に終わりました。
募金は、今回参加されなかったインターアクトク
ラブの提唱クラブからもご協力いただきました。心
より感謝申し上げます。
※ご寄付いただいた方は以下の通り

○インターアクトクラブ
滝川高等学校、園田学園女子短期大学、滝川第二
高等学校、雲雀丘学園中学・高等学校、三田松聖
高等学校、神戸国際大学附属高等学校、神戸山手
女子高等学校、県立西脇高等学校、百合学院高等
学校、県立明石西高等学校、芦屋学園中学・高等
学校、県立豊岡総合高等学校、県立氷上高等学校、
県立氷上西高等学校、県立神崎高等学校、神戸
学院大学附属高等学校、県立西脇北高等学校
○神戸須磨ローターアクトクラブ
○ロータリークラブ
柏原、明石南、神戸西神、宝塚、神戸垂水、神戸、
西脇、芦屋川、豊岡、神戸中、姫路、尼崎北
○豊岡市民有志
○個人
矢野宗司ガバナー、丸尾研一パストガバナー、
坂東隆弘、福井要

第２回インターアクト・リーダー研修・タイ王国スタディツアー

青少年奉仕委員長・団長　坂東　隆弘（柏原）
８月１日（水）～６日（月）◆タイ王国

８月１日17時から出発式。ガバナー、ガバナーエ
レクトから期待と激励のお言葉、インターアクター
代表から決意表明、保護者から見送りの言葉、ガバ
ナーの講話からこの研修が始まる。４班に班分けさ
れた19名の参加インターアクター達は、同行の４名
の顧問教諭とロータリアン８名、RYLArian１名、
旅程の安全を誓い、深夜タイ・バンコクへ。
８月２日、現地時間朝４時半バンコク着。タイ米
山学友が出迎えてくれ１日同行してくれる。感謝、
感激。世界遺産アユタヤへ向かうバスは、ほぼ全員
爆睡。初日の目標は親睦。班ごとにチーム力を深め
る狙い。カウンセラー役の顧問教諭が各班に寄り添
い、タイの歴史と異文化を学ぶ。初のタイ料理の辛
さに衝撃を受け、象に乗って歓声を上げ異文化体験
に仲間意識が芽生える。ワット―ポーの煌びやかな
お寺を回り、空路北タイ・チェンライへ。チェンラ
イRC　元会長原田義之氏が出迎えてくれた。翌日の
国立ダムロンラードソンクロ高校との交流会に備え
タイ語で歌の練習。ハードな１日が終わった。
８月３日早朝、生徒数、中・高合わせて2800名を
超えるマンモス校の朝礼に一同驚き、原田先生の
「北タイ・少数民族アカ族の現状」を80分にわたる
熱弁の記念講演に、日本語科３年生60名と共にイン
ターアクターも熱心にメモを取りながら聞き入る。
貧困・水と衛生、識字率等、観光地とは全く別の現
実を知る。この日の目標は交流。手作りミニチュア
ランドセルと扇子をプレゼント。６班に分かれタイ
の生徒に校内を案内してもらい学食で楽しく食事、
交流が進む。午後は異文化交流。日本からは学校と
インターアクトの紹介、書道で夢・愛・友の字を団
扇に書いてもらう。タイからは踊りとタイの民族衣
装の着付け、記念写真に笑顔がはじける。夕食時に
明日のフォーラムテーマの発表。課題が出される。

つかの間のアイスブレーク。ダムロンの生徒たちと
ナイトバザールで１時間のお買い物。その後ホテル
の部屋で課題テーマのバズセッション。やはりハー
ドだ。
８月４日、この日の目標は研修。アカ族のセン
スック寮を訪問し、貧困のため就学できない子ども
たち、タイ語が話せない親、原田先生の話を自分の
目で確かめる。人身売買を防ぐために原田氏が支援
しているアカ族の寮。幼・小・中60名の輝く瞳。民
族踊りで歓待を受ける。書籍の寄贈とお菓子、日本
から手ぬぐいをプレゼント。施設見学後、福笑いで
楽しむ。言葉は通じずとも心が通い合いインターア
クターの瞳も輝く。日本から持参のカップ麺の昼食
も彼らにとっては御馳走だ。鳥の丸焼きが豪華さを
添える。ゴールデントライアングル、タイ、ミャン
マー、ラオスの３国が隣接する国境を観る。日本で
は体感できない風景だ。ホテルにて、フォーラム、
リーダーシップについて考える。とても良い気付き
の討論ができた。夜はカウンシルファイアー、キャ
ンドルの火を見つめながら静かに話を聞き、自分を
振り返る厳粛な時間。
８月５日、この日の目的は奉仕。北タイ山岳部ホ
イ・サンカオ集落に住むアカ族の村民約200名。飲
料水など上水道の設備の老朽化した浄水器を回収新
設。雨季には不衛生な濁った水を子どもたちが飲ま
ざるを得ない状況を改善するプロジェクトを計画し
募金を集め実施した。バンコクへ空路移動し、タイ
米山奨学会の方々５名とギネスに乗った世界一広い
中華レストランで夕食会。夜中便で帰国の途へ。
８月６日、帰国。ガバナー、保護者の温かい出迎
え。解散式、報告の後、感謝の言葉を頂き、記念写
真。この数日間で成長したインターアクターが頼も
しく見えた。
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I.Y.F.R. KOBE FLEET JAPAN年次総会

５学友会総会・報告会

2017-19年度神戸フリートコモドア　田和　良久（西宮）

（International Yachting Fellowship of Rotarian = 

国際ロータリーヨット同好会）

2017-18年度の総会を７月12日(木)・神戸メリケ

ンパークオリエンタルホテル・Sea’sで開催いたしま

した。来賓として矢野宗司RI2680地区ガバナー、大

庫俊介エリア３リージョナルコモドア（共にフリー

トメンバー・加古川中央RC）にご出席の上ご祝辞

をいただき、その後１年間の活動報告と会計報告等

承認の議決を一瀉千里に承認いただきました。

今回は三木RI理事の紹介で伊丹RCから一挙５名

もの新メンバー（佐藤栄一、武内重治、前田隆則、

村上功、吉岡博忠各氏）を迎えることができまし

た。フリートとしても、人数とともに多くのクラブ

からのメンバー加入は会員相互のより以上の懇親を

深める意味で意義あることと思います。

又、９月23日（秋分の日）には地区ポリオプラス

小委員会（喜多美雄委員長＝フリートメンバー）と

の共催で芦屋マリーナ内マレロッソに於いて懇親会

を開催いたします。ご興味の方はぜひご参加くだ

さい。

今期も引き続きコモドア役にありますので（任期

２年）より一層のご協力の程よろしくお願いいたし

ます。

地区外2650地区より、奈良RACを含む２名の参加

をいただき、総勢56名の参加でした。

総会ではRYLA学友会、青少年交換学友会、ロー

タリー財団兵庫学友会、米山記念奨学生学友会

（兵庫）のそれぞれの活動報告と決算が承認され、

次年度の活動計画と予算が承認されました。また、

審議事項として2680地区の学友の会則が承認され、

今後の活動の指針が整い、ますます2680地区の学友

の活躍が期待されることになったことを報告いたし

ます。

７月12日（木）◆神戸メリケンパークオリエンタルホテル・Sea’s

学友委員長　安行　英文（三田）
７月28日（土）◆GIORONE
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地区補助金プロジェクト

提唱クラブ プロジェクト名 予算総額
（円）

地区補助金
配分予定額
（ドル）

活動の
種類

財団申請時（2018年5月）のロータリーレート：1ドル108円

2018-19年度地区補助金（DG1971916）は、2018年7月4日に財団承認されました。

実施予定日 実施場所

＊活動の種類　　A：教育（一般）　　B：地域社会の発展（一般）　　C：地域社会の発展（ボランティア奉仕）　D：保健（ボランティア奉仕）　E：保健（疾病）
　　　　　　　　F：教育（奨学金）

654,484

986,558

403,692

370,680

878,148

178,376

88,364

333,540

1,154,330

413,000

674,775

681,882

360,000

877,365

616,520

263,990

370,914

560,330

444,000

1,070,044

196,560

244,320

451,400

2,000,000

12,000ドル

3,030

4,567

1,868

1,716

4,065

825

409

1,544

4,629

1,912

3,123

3,156

1,666

4,061

2,854

1,222

1,717

2,594

2,055

4,629

910

1,131

2,089

14,814

9,600

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｅ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｆ

Ｆ

地域の高齢者と一緒に楽しむ落語会

市立高等学校吹奏楽部の活動支援

小学校児童の自転車安全教育に対
する支援
母子・父子家庭の為のヨットクルー
ジング体験
各国の児童絵画を通じて地域文化
振興を図るイベント群
セクシュアルマイノリティ理解のた
めの講演会
地域の子ども達との触れ合いを創る
交流イベント
情報社会で活躍する人材育成のため
の教育支援
車いすテニスを通じた障害者と健常
者の交流支援
パラスポーツを通じ多様性を理解す
る体験型イベント
公立病院に入院・通院する子供たち
への支援イベント
垂水区民と区内中学吹奏楽部との
交流コンサート
保護司の活動に理解を深めるため
の講演と映画上映
県立農業高等学校による地域特産
品開発への支援
多文化共生推進のための在住外国
人との交流イベント

腰痛の予防と療養を学ぶ講演会

外国にルーツのある児童の職業模
擬体験支援

発達障害理解のための基礎と実践講座

地元少年野球の復興を目指す野球イ
ベントの開催
青少年を犯罪から守る講演会と防
犯カメラの設置
当地在住外国人のための学習支援
と国際交流事業

障がい者絵画レンタル活動の支援

2019-20年度補助金管理セミナー

地区奨学金（タイプ1）
20万円×10名枠取り
地区奨学金（タイプ2）
イギリス・レスター大学への留学

都ホテルニューアルカイック

尼崎市立尼崎高等学校

尼崎市立難波小学校

西宮浜、関西ヨットクラブ・
クラブハウス

ホテルヒューイット甲子園

芦屋市民センター

フレミラ宝塚

篠山市民センター多目的ホール

ワールド記念ホール

アシックス体育館

兵庫県こども病院

舞子ビラ

神戸市西区民センター
大ホール
兵庫県立農業高等学校/
加古川プラザホテル

メッセみき

小野市うるおい交流館エクラ
エクラホール

キッザニア甲子園

洲本市文化体育館

賀集小学校グラウンド
及び体育館
赤穂警察署指定箇所（小学校
区３自治会）/赤穂市文化会館
豊岡国際研究会/アール
ベルアンジェ豊岡
地域活動センター「オンサルデ」/
公立八鹿病院/ショッピングタウンベア

神戸ポートピアホテル

2018年9月9日㈰

未定

2018年10月9日㈫

2018年8月18日㈯

2018年8月26日㈰

2018年10月21日㈰

2018年10月27日㈯

2018年8月4日㈯

2019年2月19日㈫

2018年11月17日㈯

2018年9月～11月

2019年3月23日㈯

2018年11月10日㈯

2018年8月～
2019年3月

2018年11月11日㈰

2019年4月14日㈰

2019年3月26日㈫

2019年1月20日㈪

2018年11月18日㈰

2018年10月14日㈰

2018年9月～
12月20日㈭
2018年10月～
2019年3月

2018年12月16日㈰

2018年9月～
2019年9月

尼 崎 西

尼 崎 南

尼 崎 中

甲 子 園

西 宮 夙 川

芦 屋 川

宝 塚

篠 山

神 戸 東

神 戸 南

神 戸 西

神 戸 垂 水

神 戸 西 神

加古川平成

三 木

小 野 加 東

三木みどり

洲 本

南 淡 路

赤 穂

豊 岡

和 田 山

RID2680

西宮恵美寿

I.Y.F.R. KOBE FLEET JAPAN年次総会

５学友会総会・報告会

2017-19年度神戸フリートコモドア　田和　良久（西宮）

（International Yachting Fellowship of Rotarian = 

国際ロータリーヨット同好会）

2017-18年度の総会を７月12日(木)・神戸メリケ

ンパークオリエンタルホテル・Sea’sで開催いたしま

した。来賓として矢野宗司RI2680地区ガバナー、大

庫俊介エリア３リージョナルコモドア（共にフリー

トメンバー・加古川中央RC）にご出席の上ご祝辞

をいただき、その後１年間の活動報告と会計報告等

承認の議決を一瀉千里に承認いただきました。

今回は三木RI理事の紹介で伊丹RCから一挙５名

もの新メンバー（佐藤栄一、武内重治、前田隆則、

村上功、吉岡博忠各氏）を迎えることができまし

た。フリートとしても、人数とともに多くのクラブ

からのメンバー加入は会員相互のより以上の懇親を

深める意味で意義あることと思います。

又、９月23日（秋分の日）には地区ポリオプラス

小委員会（喜多美雄委員長＝フリートメンバー）と

の共催で芦屋マリーナ内マレロッソに於いて懇親会

を開催いたします。ご興味の方はぜひご参加くだ

さい。

今期も引き続きコモドア役にありますので（任期

２年）より一層のご協力の程よろしくお願いいたし

ます。

地区外2650地区より、奈良RACを含む２名の参加

をいただき、総勢56名の参加でした。

総会ではRYLA学友会、青少年交換学友会、ロー

タリー財団兵庫学友会、米山記念奨学生学友会

（兵庫）のそれぞれの活動報告と決算が承認され、

次年度の活動計画と予算が承認されました。また、

審議事項として2680地区の学友の会則が承認され、

今後の活動の指針が整い、ますます2680地区の学友

の活躍が期待されることになったことを報告いたし

ます。

７月12日（木）◆神戸メリケンパークオリエンタルホテル・Sea’s

学友委員長　安行　英文（三田）
７月28日（土）◆GIORONE
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２０１９年ハンブルグ（ドイツ）国際大会のご案内

「ひょうご五国＋ワールドフェスタ」協賛・ブース出店・出演大募集

国際大会は、毎年世界中のロータリー会員が集まって盛大に開催されるロータリー最大のイベントで
す。ハンブルグで、インスピレーションを味わいましょう。

今年度、バリー・ラシンRI会長はロータリーデーの開催を呼びかけておられます。また当地区は兵庫
県政150周年の記念すべき年でありロータリーデーとして地域住民参加のフェスタ「ひょうご五国+ワー
ルドフェスタ」を開催いたします。現在、協賛金、出演団体申込、PR・物販ブースの申し込みを広く募
集しております。パンフレット、各申込書はロータリークラブ事務局へ7月末にデータ配信しております
ので、興味のある方は事務局へお問い合わせください。

11/３　ブラスバンドDay　　11/４　ダンス＆パフォーマンスDay
両日　PR・物販ブース

各種申込締切は2018年９月21日となっております。
申し込み多数の場合は抽選とさせていただきますのでご了承ください。

◆日　　時：
◆場　　所：
◆協賛募集；

◆出演・出店募集！！

2018年11月３日(土)・４日(日)10：00～17：00　
神戸メリケンパーク
ゴールドパートナー（50万円）　
シルバーパートナー（30万円）
ブロンズパートナー（10万円）
サポートパートナー（５万円）
※協賛いただいた企業・団体の社名を会場に掲載いたします。
　詳しくはパンフレットをご覧ください。

国際大会期間
2019年６月１日～５日

  Aコース「ハンブルグ滞在型」

※期間中の朝・夕食含む（地区ナイトは別途）。　※一人部屋追加料金要。（Bコースのみ）
※ビジネスクラス追加料金　520,000円。　※詳細については、資料をご請求ください。
※人数に限りがあるため、定員になり次第締め切ります。第一次締切　９月28日(金)
※内容については変更する可能性があります。ご了承ください。

５/31(金)
６/１(土)
６/２(日)
６/３(月)
６/４(火)
６/５(水)
６/６(木)
６/７(金)
費　用

  関空発（10：10 LH航空）
大会登録・ハンブルグ観光
国際大会参加　※地区ナイト開催

自由行動　※オプションツアー
ハンブルグ発

  関空着（７：45）
―
―

450,000円

ウィーンへ移動
世界遺産等観光

自由行動　※オプションツアー
ウィーン発

  関空着（７：45）
Aコース+200,000円

  Bコース「ハンブルグ＋ウィーン観光」

地球のために、平和のために、未来のために

＋
ひょうご五国

ロータリーデー

World Festa

ワールドフェスタ

■主催：ロータリーフェスタ実行委員会

■後援：兵庫県／神戸市／一般社団法人神戸港振興協会／公益社団法人神戸海事広報協会／

　　　　 NHK神戸放送局／神戸新聞社／サンテレビ／ラジオ関西／ Kiss FM KOBE／

　　　　 神戸商工会議所／一般社団法人神戸経済同友会／独立行政法人国際協力機構／

　　　 　公益社団法人神戸国際協力交流センター／人と防災未来センター

（予定）

2018.11/3 (sat) ・4 (sun) 10:00 - 17:00

神戸メリケンパーク

地球のために、平和のために、未来のために

＋
ひょうご五国

ロータリーデー

World Festa

ワールドフェスタ

異人館
市営地下鉄

ポートタワー

浜屋

中突堤中央
ターミナル

神戸海洋博物館

ホテル
オークラ神戸

オリエンタルホテル

県庁前

三  宮

国道 2号線

南京町

至 JR新幹線
　新神戸駅

元町商店街

神戸大丸

神戸
そごう

阪神高速
京橋ランプ
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rotary-fes.com

国際ロータリー第2680地区が主管し、兵庫県、神戸市他各種団体に参画して
いただき、ロータリーフェスタ委員会を組織し、『ひょうご五国＋ワールドフェスタ』
を開催致します。是非とも皆さまのご協力とご協賛をお願いいたします。

ご協力とご協賛をお願いします。

【出店事務局】　
〒651-0085  兵庫県神戸市中央区八幡通4-2-13  4階
TEL: 078-261-8141　  FAX: 078-261-2361

ひょうご五国　＋　ワールドフェスタ出店事務局　㈱ベイエリア内

2.5万円×2日=5万円（税別）ブース出店募集
■テントサイズ … ２間×２間（3.6m×3.6m）／30ブース

■電気 … １回路1KW以内

■机×２台

■パイプ椅子×２却付き

■看板

■プロパンガス・各調理器具・ガス器具などは各自でご用意ください。

摂津

丹波

播磨

但馬

淡路

10万円

5万円

30万円

特典
●神戸新聞１頁（15段）フルカラー広告への
　社名（ロゴ）掲載
●ＷＥＢサイトへの社名（ロゴ）掲載およびリンク

●メインステージ横大型看板への社名（ロゴ）掲載
●全３Ｚone看板への社名（ロゴ）掲載
●会場案内ＭＡＰへの社名（ロゴ）掲載
●案内チラシ・ポスターへの社名（ロゴ）掲載

特典

●神戸新聞１頁（15段）フルカラー広告への
　社名（ロゴ）掲載
●ＷＥＢサイトへの社名（ロゴ）掲載およびリンク

●１Ｚｏｎｅ看板への社名（ロゴ）掲載

●会場案内ＭＡＰへの社名（ロゴ）掲載

●案内チラシ・ポスターへの社名（ロゴ）掲載

●Webサイトへの社名（文字）掲載およびリンク

特典

●会場内の看板掲載

●会場当日案内MAPへの掲載

●神戸新聞１頁（15段）フルカラー広告への社名（文字）掲載

特典

●Webサイトへの社名（文字）掲載およびリンク

50万円 12社限定

各ゾーン 10社限定

50社

サポートパートナー

【お問合せ・お申込み】

　 〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1  神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL: 078-304-2680　  FAX: 078-304-2681

２０１８-２０１９年度 ガバナー事務所

◆国際大会　2680地区旅行日程

13 2018-19  No.3
1992-93年度テーマ　「Real happiness is helping others. まことの幸福は人助けから」

会長　クリフォード L. ダクターマン　米国　ノース・ストックトンRC



Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2018年９月号
発行：Zones 1& 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
担当：第３ゾーン

■「RI第３ゾーン戦略計画推進セミナー」
　本セミナーはRC、RRFC、RPIC、３部門のコ－ディネーターが毎年度交代で幹事役を務め、西日本の主要都市で７
月初旬に開催しております。本年度はRPIC部門が主幹事となり第３ゾーン11地区所属の125名の地区リーダー・クラブ
リーダーが参加し、大阪で開かれました。石黒慶一・三木明両RI理事、北清治TRF管理委員、水野功会員増強プロ
ジェクトリーダー、高島凱夫RC、田村泰三RRFC、松本祐二EPNZC、大室　E/MGA、及び第３ゾーン11地区ガバ
ナーが、プレゼンターとなり、各担当分野の「新年度戦略計画推進」についてご講演頂きました。
　今回のセミナー基調講演者、水野功様には日本の全地区が直面しております会員基盤弱体化の課題と、その対応
策、そして「日本ロータリーの３ゾーン復活」に向けた戦略計画についてお話し頂きました。そして締め括りとして、第３
ゾーン各地区のそれぞれのガバナーの皆様に、担当地区の「戦略計画」の進め方についてお話し頂きました。各地区
がおかれた現況は様々です。その対応策も様々です。各地区ガバナーの戦略計画推進についてのバラエティに富んだ
プレゼンテーションは、セミナー参加者のRIリーダー、地区リーダー、クラブリーダーにとり、今後の地区運営、クラブ
運営に大きな参考になりました。特に既存クラブでの会員純増がなかなか難しい中で、RAC卒業生などの若年層や、
職務の第一線からリタイヤした年代層の新会員を「衛星クラブ」のメンバ－として迎え、会員基盤拡大に動きだした
D2660や、D2670の事例発表は、新時代の動きとして注目されました。
　次年度の第３ゾーンセミナーは高島凱夫RCを主幹事として、2019年７月13日に大阪で開催予定です。
　次年度も各地区から多数の皆様にご参加頂きたいと願っております。

第３ゾーン ロータリー公共イメージコーディネーター 横山守雄（大阪中央RC）

■「会員増強への道のり」
１：受け入れクラブ自身の意識改革、環境整備を
先ずすべての面で魅力あるクラブであらねばならない。時代にマッチし、戦略計画に則り、活発な奉仕活動が
実行され、会員同士の交流や親睦が図られ、地域住民から信頼されることが何よりも大事である。

２：質より量を
会員増強についていつの世でも質だ、量だと言う不毛の論争を聞くが、私は量を重視したい。入会後クラブのア
フターケアの有無でどんな新会員でも今後の運命は決まると思う。特に大切なのはロータリーの本質である奉仕
の理念を少しでも理解し、古い会員との親睦の中でロータリーに慣れ、楽しんでもらうことが大切だ。

３：女性会員を増やそう
世界の女性会員比率は既に20%強、日本のそれは６%強と大きく遅れる。各クラブとももっと女性会員獲得に積
極的に動くべきだ、開拓の余地は充分にある。日本で女性会員数がせめて全体の１割を越えれば念願の10万５
千人を超す。歴史と伝統のある大クラブほど女性会員加入に消極的であると言われるが、今こそ意識改革を望
みたい。

４：若い会員の入会促進
平均年齢維持と元気なクラブ作りの為には若い会員の加入は当然。大胆な例会運営改革、活動領域拡大、将来
のリーダー育成などを求めて若き経営者に好都合な条件が適応され、勧誘は容易になったように見える。

５：新クラブ設立（従来型、衛星クラブ型、Eクラブ型など）
現在、従来型の新クラブ設立は何処であろうとも不可能に近い。そこで考案された新型のロータリークラブとし
てweb活用のオンライン例会、即ちEクラブが、続いて衛星クラブが新カテゴリーの中で誕生し、忙しく若い方の
ため柔軟性のある運営を前面に出したクラブが世界各地で誕生した。第３ゾーンでも最近大阪と香川県にそれ
ぞれ産声を上げた。今後も大いに期待し、会員増強の一助になるよう祈っている。

６：隗より始めよ
「Member Get Member」という言葉がある。すなわち、「会員一人が新会員一人入会させよ」という意味。
私達地域リーダーも含め、各クラブ会長が先頭に立ち増強に努めましょう。

第３ゾーン ロータリーコーディネーター補佐 伊藤文利（倉吉RC）

２０１９年ハンブルグ（ドイツ）国際大会のご案内

「ひょうご五国＋ワールドフェスタ」協賛・ブース出店・出演大募集

国際大会は、毎年世界中のロータリー会員が集まって盛大に開催されるロータリー最大のイベントで
す。ハンブルグで、インスピレーションを味わいましょう。

今年度、バリー・ラシンRI会長はロータリーデーの開催を呼びかけておられます。また当地区は兵庫
県政150周年の記念すべき年でありロータリーデーとして地域住民参加のフェスタ「ひょうご五国+ワー
ルドフェスタ」を開催いたします。現在、協賛金、出演団体申込、PR・物販ブースの申し込みを広く募
集しております。パンフレット、各申込書はロータリークラブ事務局へ7月末にデータ配信しております
ので、興味のある方は事務局へお問い合わせください。

11/３　ブラスバンドDay　　11/４　ダンス＆パフォーマンスDay
両日　PR・物販ブース

各種申込締切は2018年９月21日となっております。
申し込み多数の場合は抽選とさせていただきますのでご了承ください。

◆日　　時：
◆場　　所：
◆協賛募集；

◆出演・出店募集！！

2018年11月３日(土)・４日(日)10：00～17：00　
神戸メリケンパーク
ゴールドパートナー（50万円）　
シルバーパートナー（30万円）
ブロンズパートナー（10万円）
サポートパートナー（５万円）
※協賛いただいた企業・団体の社名を会場に掲載いたします。
　詳しくはパンフレットをご覧ください。

国際大会期間
2019年６月１日～５日

  Aコース「ハンブルグ滞在型」

※期間中の朝・夕食含む（地区ナイトは別途）。　※一人部屋追加料金要。（Bコースのみ）
※ビジネスクラス追加料金　520,000円。　※詳細については、資料をご請求ください。
※人数に限りがあるため、定員になり次第締め切ります。第一次締切　９月28日(金)
※内容については変更する可能性があります。ご了承ください。

５/31(金)
６/１(土)
６/２(日)
６/３(月)
６/４(火)
６/５(水)
６/６(木)
６/７(金)
費　用

  関空発（10：10 LH航空）
大会登録・ハンブルグ観光
国際大会参加　※地区ナイト開催

自由行動　※オプションツアー
ハンブルグ発

  関空着（７：45）
―
―

450,000円

ウィーンへ移動
世界遺産等観光

自由行動　※オプションツアー
ウィーン発

  関空着（７：45）
Aコース+200,000円

  Bコース「ハンブルグ＋ウィーン観光」

地球のために、平和のために、未来のために

＋
ひょうご五国

ロータリーデー

World Festa

ワールドフェスタ

■主催：ロータリーフェスタ実行委員会

■後援：兵庫県／神戸市／一般社団法人神戸港振興協会／公益社団法人神戸海事広報協会／

　　　　 NHK神戸放送局／神戸新聞社／サンテレビ／ラジオ関西／ Kiss FM KOBE／

　　　　 神戸商工会議所／一般社団法人神戸経済同友会／独立行政法人国際協力機構／

　　　 　公益社団法人神戸国際協力交流センター／人と防災未来センター

（予定）

2018.11/3 (sat) ・4 (sun) 10:00 - 17:00

神戸メリケンパーク

地球のために、平和のために、未来のために

＋
ひょうご五国

ロータリーデー

World Festa

ワールドフェスタ

異人館
市営地下鉄

ポートタワー

浜屋

中突堤中央
ターミナル

神戸海洋博物館

ホテル
オークラ神戸

オリエンタルホテル

県庁前

三  宮

国道 2号線

南京町

至 JR新幹線
　新神戸駅

元町商店街

神戸大丸

神戸
そごう

阪神高速
京橋ランプ

神戸メリケンパーク
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rotary-fes.com

国際ロータリー第2680地区が主管し、兵庫県、神戸市他各種団体に参画して
いただき、ロータリーフェスタ委員会を組織し、『ひょうご五国＋ワールドフェスタ』
を開催致します。是非とも皆さまのご協力とご協賛をお願いいたします。

ご協力とご協賛をお願いします。

【出店事務局】　
〒651-0085  兵庫県神戸市中央区八幡通4-2-13  4階
TEL: 078-261-8141　  FAX: 078-261-2361

ひょうご五国　＋　ワールドフェスタ出店事務局　㈱ベイエリア内

2.5万円×2日=5万円（税別）ブース出店募集
■テントサイズ … ２間×２間（3.6m×3.6m）／30ブース

■電気 … １回路1KW以内

■机×２台

■パイプ椅子×２却付き

■看板

■プロパンガス・各調理器具・ガス器具などは各自でご用意ください。

摂津

丹波

播磨

但馬

淡路

10万円

5万円

30万円

特典
●神戸新聞１頁（15段）フルカラー広告への
　社名（ロゴ）掲載
●ＷＥＢサイトへの社名（ロゴ）掲載およびリンク

●メインステージ横大型看板への社名（ロゴ）掲載
●全３Ｚone看板への社名（ロゴ）掲載
●会場案内ＭＡＰへの社名（ロゴ）掲載
●案内チラシ・ポスターへの社名（ロゴ）掲載

特典

●神戸新聞１頁（15段）フルカラー広告への
　社名（ロゴ）掲載
●ＷＥＢサイトへの社名（ロゴ）掲載およびリンク

●１Ｚｏｎｅ看板への社名（ロゴ）掲載

●会場案内ＭＡＰへの社名（ロゴ）掲載

●案内チラシ・ポスターへの社名（ロゴ）掲載

●Webサイトへの社名（文字）掲載およびリンク

特典

●会場内の看板掲載

●会場当日案内MAPへの掲載

●神戸新聞１頁（15段）フルカラー広告への社名（文字）掲載

特典

●Webサイトへの社名（文字）掲載およびリンク

50万円 12社限定

各ゾーン 10社限定

50社

サポートパートナー

【お問合せ・お申込み】

　 〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1  神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL: 078-304-2680　  FAX: 078-304-2681

２０１８-２０１９年度 ガバナー事務所

◆国際大会　2680地区旅行日程

142018-19  No.3
1993-94年度テーマ　 「Believe in what you do. Do what you believe in. 行動に信念を、信念は行動に」
会長　ロバート R. バース　スイス　アーラウRC



◎「これからのロータリー」（2520地区） 斎藤直美 2016 7p
◎「変わりゆく時代とロータリー」（2740地区） 本田博己 2018 8p
◎「ロータリークラブの運営について」（2760地区） 深川純一 2016 9p
◎「よく分かる職業奉仕」（2520地区） 藤林豊明 2016 10p
◎「菩薩の心とロータリー」（2640地区） 北河原公敬  2p
◎「ロータリーとの出会いを通しての成長」（2790地区） ジャンチブ ガルバドラッハ 2018 2p
◎「人類の進歩に役立つ科学の例～有機ホウ素化合物を利用する有機合成」
 （2690地区） 鈴木　章 2018 5p
◎「男と女の脳科学～脳が作り出す男女のミゾ、人生の波」
 （2710地区） 黒川伊保子 2018 10p
◎「これからの日本と誇りある国づくり」（2740地区） 櫻井よしこ 2018 2p

文 庫 通 信（371号） 地区大会講演（地区大会記念誌）から

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
第２回RYLA小委員会
第２回規定審議委員会
第５回HYOGOフェスタ実行委員会
2018学年度米山記念奨学生・カウンセラー・
合同ミーティング
アクトの日
ロータリー財団座談会
第２回戦略計画委員会
第１回ガバナー指名委員会
第１回ガバナー諮問委員会
職業奉仕公開委員会（第２グループ）
第２回青少年交換小委員会
2018-2019年度青少年交換長期来日生
第２回オリエンテーション
前島（余島）セミナー実行委員会
I.Y.F.R.神戸フリート秋の懇親会＆ポリオ撲滅キャンペーン
RYLA学友のつどい
第３回地区運営会議
第１回次期ガバナー補佐研修会
職業奉仕公開委員会（第1グループ）

ロータリー財団委員長会議
VTTバヌアツ来日オリエンテーションおよび歓迎会
第４回地区運営会議
第27回兵庫県プロバスクラブ交流会
第４回米山記念奨学委員会

神戸国際会館  702号室
神戸三宮東急REIホテル  ３F  メイプル
神戸三宮東急REIホテル  ３F  メイプル

JEC日本研修センター  神戸元町大会議室

神戸市青少年会館  ５F  レクリエーションホール
ガバナー事務所  724号会議室
ガバナー事務所  724号会議室
ガバナー事務所  724号会議室
神戸ポートピアホテル  南館B1F  カトレア
和田山ジュピターホール  小ホール
兵庫県私学会館  301号室

兵庫県私学会館  301・303号室

兵庫県民会館  1202会議室
芦屋マリーナハーバーダイニング＆リゾート
兵庫県民会館  1202会議室
ガバナー事務所  724号会議室
神戸ポートピアホテル
東リいたみホール  B1F  多目的ホール

ガバナー事務所  724号会議室
神戸ポートピアホテル
ガバナー事務所  724号会議室
兵庫県教育会館  ラッセホール
JEC日本研修センター神戸元町

15:00～
17:30～
15:30～

14:00～17:00

13:00～16:30
15:00～
16:00～17:30
16:00～17:00
17:00～18:00
13:30～16:00
10:00～12:00

13:00～15:00

11:30～15:30
14:00～15:30
14:00～15:30
14:00～
13:30～16:00

15:00～18:00
18:00～20:30
16:00～17:30
10:30～14:30
15:00～17:00

1（土）
6（木）
8（土）

9（日）

10（月）
12（水）
13（木）

15（土）
17（月）

23（日）

27（木）
29（土）
30（日）

4（木）

23（火）

27（土）

９ 月 ・ 10 月 の 地 区 活 動 予 定

９月

10月

＊発行年の明らかでないものには 〔 〕を付しています。

［下記申込先：ロータリー文庫］

〔2018〕
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順） ご寄付感謝 ・ ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

ご寄付感謝 ・ ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

ポール・ハリス・フェロー

（龍野）
本條　　昇

（相生）
森田　文藏

（神戸東灘）
舟元美智子

（神戸西神）
丸尾　 研一

（洲本）
井口　昌亮

米山功労者メジャードナー（50回） 米山功労者（3回） 米山功労者（2回）

長井　康洋
（洲本）

（西宮恵美寿）
宮腰　久司

（相生）
半田　　齊

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

（西宮恵美寿） （神戸東灘）
李　　暎浩 舟元美智子

（相生）
湊　　邦弘

（尼崎東）
礒田　雅司

尼　崎　東 尼　崎　西 川　　　西

一般弁護士
8/1入会

西村　嗣人

ガバナー事務所からのお知らせ

◆例会卓話・出前勉強会について

ロータリー財団委員会（ポリオプラス小委員会、資金推進小委員会）では、財団の理念・活動やポリオ
撲滅運動の理解に役立つような情報提供の一環として、例会卓話や出前勉強会の依頼を承ります。
ご希望のクラブはガバナー事務所までご一報ください。（なお、日程都合によりご要望に沿えない場合
もございます。予めご了承のほどお願い致します。）

◆米山記念奨学生　お名前の訂正とお詫び

月信２号12ページ、上から２行目右端掲載の米山記念奨学生（世話クラブ：芦屋川）のお名前が間
違っておりました。
訂正しお詫び申し上げます。

正：エルヘムバヤル, ムングンツェツェグ

◆神戸西ロータリークラブ、事務局の移転

８月24日（金）より下記に移転いたします。
 
住　所：〒651－0086
　　　　神戸市中央区磯上通8－1－1　テッケンビル６階
T E L：078－221－3360
F A X：078－221－3361

神　　　戸 神 戸 ベ イ

介護用品輸入卸
7/3入会

西村　敬三

神　戸　東 神 戸 東 灘

証券業
6/8入会

村松　　繁
事務用品配布
7/17入会

藤縄　修平
電気工事
7/17入会

吉岡　秀之
証券会社
6/22入会

藤田　鶴男

西 宮 夙 川

ご冥福をお祈り申し上げます

故　熊村　滋記　氏（川西猪名川）
８月20日　享年93歳

故　舟元　　博　氏（神戸東灘）
６月21日　享年69歳

故　永谷　行雄　氏（芦屋）
６月２日　享年94歳

眼科
7/6入会

松岡　昌彦

商業金融
7/12入会

池田　憲章
電気機器製造販売

6/5入会

本田　正昭
不動産仲介業
6/26入会

柳川　晃良
人材派遣サービス

6/26入会

井上　浩次
ホテル
7/1入会

濱口　豊靖

米山功労者（2回）

（神戸東灘）
持田　俊介

（洲本）
岡田　雅博

（神戸東灘）
水落　　充

米山功労者（1回）

6/19入会
司法書士

松井　隆文

加　古　川

地方銀行
6/5入会

宮地　良彰
ゴム製造
6/19入会

穴田　敬士
鉄鋼業
6/19入会

宮崎　庄司
保険代理業
7/4入会

山本　俊博
ゴルフ場
7/4入会

佐治　重仁

相 　 　 生
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順） ご寄付感謝 ・ ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

ご寄付感謝 ・ ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

ポール・ハリス・フェロー

（龍野）
本條　　昇

（相生）
森田　文藏

（神戸東灘）
舟元美智子

（神戸西神）
丸尾　 研一

（洲本）
井口　昌亮

米山功労者メジャードナー（50回） 米山功労者（3回） 米山功労者（2回）

長井　康洋
（洲本）

（西宮恵美寿）
宮腰　久司

（相生）
半田　　齊

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

（西宮恵美寿） （神戸東灘）
李　　暎浩 舟元美智子

（相生）
湊　　邦弘

（尼崎東）
礒田　雅司

尼　崎　東 尼　崎　西 川　　　西

一般弁護士
8/1入会

西村　嗣人

ガバナー事務所からのお知らせ

◆例会卓話・出前勉強会について

ロータリー財団委員会（ポリオプラス小委員会、資金推進小委員会）では、財団の理念・活動やポリオ
撲滅運動の理解に役立つような情報提供の一環として、例会卓話や出前勉強会の依頼を承ります。
ご希望のクラブはガバナー事務所までご一報ください。（なお、日程都合によりご要望に沿えない場合
もございます。予めご了承のほどお願い致します。）

◆米山記念奨学生　お名前の訂正とお詫び

月信２号12ページ、上から２行目右端掲載の米山記念奨学生（世話クラブ：芦屋川）のお名前が間
違っておりました。
訂正しお詫び申し上げます。

正：エルヘムバヤル, ムングンツェツェグ

◆神戸西ロータリークラブ、事務局の移転

８月24日（金）より下記に移転いたします。
 
住　所：〒651－0086
　　　　神戸市中央区磯上通8－1－1　テッケンビル６階
T E L：078－221－3360
F A X：078－221－3361

神　　　戸 神 戸 ベ イ

介護用品輸入卸
7/3入会

西村　敬三

神　戸　東 神 戸 東 灘

証券業
6/8入会

村松　　繁
事務用品配布
7/17入会

藤縄　修平
電気工事
7/17入会

吉岡　秀之
証券会社
6/22入会

藤田　鶴男

西 宮 夙 川

ご冥福をお祈り申し上げます

故　熊村　滋記　氏（川西猪名川）
８月20日　享年93歳

故　舟元　　博　氏（神戸東灘）
６月21日　享年69歳

故　永谷　行雄　氏（芦屋）
６月２日　享年94歳

眼科
7/6入会

松岡　昌彦

商業金融
7/12入会

池田　憲章
電気機器製造販売

6/5入会

本田　正昭
不動産仲介業
6/26入会

柳川　晃良
人材派遣サービス

6/26入会

井上　浩次
ホテル
7/1入会

濱口　豊靖

米山功労者（2回）

（神戸東灘）
持田　俊介

（洲本）
岡田　雅博

（神戸東灘）
水落　　充

米山功労者（1回）

6/19入会
司法書士

松井　隆文

加　古　川

地方銀行
6/5入会

宮地　良彰
ゴム製造
6/19入会

穴田　敬士
鉄鋼業
6/19入会

宮崎　庄司
保険代理業
7/4入会

山本　俊博
ゴルフ場
7/4入会

佐治　重仁

相 　 　 生
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国際ロータリー第2680地区　2018年７月出席報告

クラブ名

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　小　計

例会数

4
3
4
5
4
4

4
3
4
4
3
3

5
4
4
4
4
3

4
3
4
4
4
4
4
3

4
5
4
4
3
4

4
4
4
4
4
4
4

総数

平均出席率
％

81.61
88.03
96.53
91.74
80.07
80.43
86.40
86.97
96.66
98.53
94.33
95.83
92.45
94.13
100.00
84.21
89.10
95.60
84.08
82.61
89.27
95.56
92.88
100.00
90.96
84.92
100.00
92.12
69.79
90.78
86.00
85.39
81.87
73.73
80.00
90.60
82.93
92.78
99.17
79.16
96.78
93.90
88.73
91.67
91.74

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
６

神
戸
第
二
　
　
　
７

明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計

東
播
第
一
　
４

東
播
第
二
　
　
５

東
播
第
三
　
　
５

淡
　
　
　
路
　
　
５

西
播
第
一
　
　
６

但
　
　
　
　
馬
　
　
５

西
播
第
二
　
４

31
39
44
35
33
23
205
42
31
19
21
8
20
141
54
41
38
34
29
24
220
21
20
45
49
37
8
31
24
235
161
113
27
82
15
19
417
50
31
18
25
39
38
28
229

1
0
0
2
4
1
8
0
6
0
3
0
8
17
0
0
2
3
4
5
14
2
0
0
0
1
0
8
5
16
2
0
4
0
0
2
8
5
0
1
4
1
3
2
16

1
0
0
2
4
1
8
1
0
0
0
0
0
1
1
0
1
1
0
0
3
-1
0
0
0
0
0
0
0
-1
-2
0
0
2
0
1
1
0
0
0
1
-1
0
1
1

◆2018年７月末女性会員数………………　119人
◆2018年７月平均出席率…………………91.56％
◆増　減………………………………………  19人増

◆クラブ数……………………………………　73RC
◆2018年７月１日　クラブ会員数………2,763人
◆2018年７月末　　クラブ会員数………2,782人

尼
　
　
　
　
崎 

　
　
６

阪
神
第
一
　
　
６

うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1

4
4
5
3

4
5
4
4
4

4
3
5
4
4

5
4
4
4
4

5
4
4
4
4
4

4
4
4
4

4
4
5
5
4

83.55
100.00
90.63
92.98
91.79
95.33
88.92
87.56
88.61
91.31
90.35
100.00
94.50
100.00
98.35
100.00
98.57
92.50
92.24
98.53
94.25
91.30
93.76
92.05
100.00
82.35
100.00
84.62
100.00
93.17
95.52
100.00
93.75
96.87
96.54
93.86
85.23
93.96
87.41
93.75
90.84

46
35
42
21
144
41
78
59
43
16
237
51
45
37
46
32
211
33
29
18
31
24
135
82
75
71
67
26
4

325
34
34
49
24
141
38
22
12
27
24
123

0
2
0
0
2
3
0
0
2
1
6
0
1
2
0
1
4
1
3
1
1
0
6
0
0
2
2
0
0
4
0
2
5
8
15
0
0
0
0
2
2

-1
0
0
0
-1
2
0
1
0
0
3
1
1
0
0
0
2
0
0
0
1
0
1
3
0
0
-2
0
0
1
0
2
0
-1
1
-1
0
0
0
0
-1

0
0
0
0
0
-1
0
0
0
0
-1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

73RC 91.56 2‚763 118 19 1合
計

当月末会員数 増　減7/1の会員数 クラブ名

会 員 数

例会数

総数

平均出席率
％ うち

女性 総数 うち
女性 総数 うち

女性

当月末会員数 増　減7/1の会員数

32
39
44
37
37
24
213
43
31
19
21
8
20
142
55
41
39
35
29
24
223
20
20
45
49
37
8
31
24
234
159
113
27
84
15
20
418
50
31
18
26
38
38
29
230

1
0
0
2
4
2
9
0
6
0
3
0
8
17
0
0
2
3
4
5
14
2
0
0
0
1
0
8
5
16
2
0
4
0
0
2
8
5
0
1
5
1
3
2
17

45
35
42
21
143
43
78
60
43
16
240
52
46
37
46
32
213
33
29
18
32
24
136
85
75
71
65
26
4

326
34
36
49
23
142
37
22
12
27
24
122

0
2
0
0
2
2
0
0
2
1
5
0
1
2
0
1
4
1
3
1
1
0
6
0
0
2
2
0
0
4
0
2
5
8
15
0
0
0
0
2
2

2‚782 119
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事務所
〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail yano2680@arrow.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  矢 野　宗 司


